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は じ め に 
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地域 振興 プラ ン の 策定 趣旨 





人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 が 進行 する 中 、4 広域 振興 圏 の 振興 に 当たっ て は 、 地域 が 置か れ て い 
る 状況 や 地域 資源 の 特性 を し っ か り と 捉え 、 各 広 域 振興 剛 域 の 持つ 強み を 伸ばし 、 能 み を 克服 

















する 施策 を 講じ る こと が 必要 で す 。 





こう し た こと か ら 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) | 長期 ビジ ョ ン 第 7 章 で は 、 各 広域 振興 





圏 の 目指 す 姿 の 実現 の た め に 、 地 域 の 特性 を 踏ま えた 基本 的 な 考 
て いま す 。 


え 方 と 取組 方 向 に つい て 示し 











地域 振興 プラ ン は 、 各 広 域 振興 隊 に お ける これ ら の 取組 を 推 人 











E す る た め 、 重 点 的 ・ 優 先 的 に 





























取り 組む 施策 や 、 そ の 具体 的 な 推進 方 策 を 明らか に し 、 長期 ビジ 
で す 。 














地域 振興 プラ ン の 期間 
「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長 期 ビ ジョ ン 第 7 章 の 第 1 


ョ ン の 実効 性 を 確保 する も の 














期 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 策 


定 す る も の で 、 マ ニ フ ェ スト ・ サ イク ル を 考慮 し た 2019 年 度 か ら 2022 年 度 ま で の 4 年 間 の 計 


画 と し ます 。 


地域 振興 プラ ン の 構成 

は じ め に 、「 い わ て 県 民 計画 (2019~2028) | 長期 ビジ ョ ン 第 7 
指す 姿 の 実現 の た め に 設定 し た 「 取 組 方 向 」 に 基づき 、「 振 興 施 
進 す る た め の 目 標 と な る 重点 指標 を 示し て いま す 。 






























































章 に お いて 各 広 域 振 興 圏 の 目 
策 の 基本 方 向 」 と 、 こ れ を 推 





次 に 、 特 に 重点 的 に 取り 組む 「 重 点 施策 」 ご と に 、 取 組 の 「 基 本 方 向 」 や 、 現 状 と 課題 を 踏 


























まえ た 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 を 示す と と も に 、「 県 以 
を 示し て いま す 。 





【 目 指す 姿 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 





外 の 主体 に 期待 され る 行動 」 





人 と の つなが り 、 県 南 圏 域 の 産業 集積 や 農林 業 、 多 様 な 地域 資源 を 生か し 
な が ら 、 暮 らし と 産業 が 調和 し 、 世 界 に 向け 岩手 の 未来 を 切り 拓く 地域 





【 振 興 施策 の 基本 方 向 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 


I 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 









































また 、 国際 リニア コラ イダ ー (1 LC) の 実現 な ど に よる 























質 の 高い 医療 介護 サー ビス を 提供 で きる 体制 の 構築 や 、 災害 に 強く 安全 ・ 安 心 な 生活 を 
支え る 社会 資本 の 整備 ・ 維 持 管理 、 関 係 団体 と の 連携 に よる 環境 保全 の 取組 を 進め ます 。 





























国際 化 を 見 据え た 生活 環境 の 





刺 備 や 、 地 域 の 担い 手 に よる 魅力 ある 地域 づく りな ど を 進め ます 。 
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I 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 、 岩 手 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 
































地域 企業 の 技術 力 と 競 
の 振興 を 
材 が 地域 





図る と と も に 、 関係 機関 や 











団体 と の 連携 





























力 の 向上 な ど に よる 一 層 の 産業 集積 の 捧 











HED, HURL fe 
LEY, HSK AEA SAS IAD A 
こ 定 着 す る よう 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 の 取組 を 進め ます 。 











地域 


I 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め 多 彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 














観光 地域 づく り 推 : 











供 法 人 (DMO) な どの 関係 団体 と 連携 




















Lay 
産 」 な どの 歴史 文化 や 食 文化 な どの 地域 の 魅力 を 発信 し 、 観光 の 振興 を 
内 外 か ら の 観光 客 や ビジ ネス 客 の 受入 れ の た め の ホ スピ タリ ティ 


=I 





VF 


1= = 


泉 の 文化 








世界 遺産 














向上 の 


図る と と も に 、 
取組 を 





国 
め ま す 。 








進 




















IV 米 ・ 園 芸 ・ 





畜産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 








企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ た 効率 的 な 生産 や ブラ ンド 力 強 化 の 取組 の 促進 に より 、 収 益 














進 





域 づ くり を 


め ま す 。 




















また 、 林業 の 担い 手 の 育 成 ・ 確 保 や 先進 的 な 技術 を 導入 し た 低 コ スト 林業 に よる 森林 資 
復 と 販路 拡大 に 取り 組み ま 











源 の 循環 利用 を 進め る と と も に 、 特 





H 林 産物 の ブラ ンド 力 の 





口 

















す 。 
4 地域 振興 プラ ン の 推進 
各 広 域 振興 閣 に お ける 「 目 指す 将来 像 」 を 実現 する た め に は 、 
PO, 市 町 村 、 






























































会 に お ける 意見 や 地域 説明 会 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト 等 を 踏ま え 策 











企業 な ど 多 様 な 主体 が 地域 の 課題 を 共有 し 、 力 を 合わ せ て 解決 を 
こと が 重要 で す 。 この た め 策 定 に 当たっ て は 、 地域 の 代表 者 等 で 構 




















この プラ ン の 推進 に 当たっ て は 、 政 策 推進 プラ ン や 復興 アデ ラン 
が ら 取 り 組 ん で いき ます 。 












































性 の 高い 産地 形成 を 進め る と と も に 、 農村 へ の 多様 な ニー ズ に 対応 し な が ら 、 活力 ある 地 








県 は も と より 地域 の 方 々 や N 








成 さ れる いわ ゆる 


E し た も の で す 。 
に 掲げ る 施策 な ど と 連携 





進 








取組 を 











め て いき ます 。 





指し て いく 
Fa AAR HS 























し な 


また 、 今 後 の 進行 管理 に つい て は 、 上 記 紛 談 会 等 に より 地域 の 意見 を 十分 に 反映 させ な が ら 、 








く 【 再 掲 の 表示 に つい て > 
































複数 の 施策 項目 に 関連 する 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 の 取組 内 容 や 
「【 再 掲 】】 と し て 表示 し て い 




















最も 関連 性 の 高い 施策 項目 以外 に は 、 





























ます 。 


標 に つい て は 、 














【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


多様 な 交流 が 生ま れ 、 


一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 





次 の 高い 医療 介護 サー ビス を 提供 で きる 体制 の 構築 や 、 災 害 に 強く 安全 ・ 


安心 な 生活 を 支え る 社会 資 
境 保全 の 取組 を 進め ます 。 


本 の 整備 ・ 維 持 管 理 、 関 係 団体 と の 連携 に よる 環 


また 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 な ど に よる 国際 化 を 見 据え 
た 生活 環境 の 整備 や 、 地 域 の 担い 手 に よる 殆 力 ある 地域 づく りな ど を 進め ま 


ie 


【 県 南 圏 域 重 点 指標 】 





现状 值 











2017 

































































aan 男性 人 |297.4 8 | 288.4 208 | 281.1 A | 273.9 A | 266.9 2021 
x) 00 Be 7 RBC 
io C10 万 人 当 た 女性 152. 4 (2016) 141.6 (2018) 137.8 (2019) 134.0 (2020) 130.3 (2021) 
② 自殺 者 数 [10 万 人 当たり ] 人 21.5 20.5 7189 | 19,5 219 | 18.5 (2020) 17. 5 (2071) 
③ 訪問 診療 を 受け た 患者 数 
(人 口 10 万 人 当たり : レセ プ 件 12998. 3 2016) | 3, 018. 1 28) 13 028. 129 13 037. 9 (2020) | 3 947, 9 2020) 
ト 件 数 ペー ス ) 
④ 要 介 護 ・ 要 支援 の 認定 を 受 
け て いな い 高 齢 者 の 割合 % 98.17 98. 23 98. 26 98. 29 98. 32 
(全国 を 100 と し た 水準 ) 
グル ー プ ホー ム の 利用 者 | 640 680 700 720 740 
⑥ 「 い わ て 子育て に や さ し い 
企業 等 」 認 証 件 数 Ga | 往 9 6 | ne ee 
⑦ BHEAKHORREB 
OD (生物 化学 的 酸素 要求 % 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 
=) 達成 率 
産業 廃棄 物 適 正 処理 率 % 99.5 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 
Oe nee (系 頭 4, 582 10, 582 13, 582 16, 582 19, 582 
| 16.3 (2013 
者 56 米 , 
II 人 | て 2017 の 平 14.9 14.2 13.6 13.0 
7 均 ) 
⑪ 緊急 輸送 道路 の 整備 延長 
m 0 1, 250 9, 470 14, 880 15, 400 


(累計 ) 





























⑫ 河川 整備 延長 ( 果 計 ) m 0 2, 000 4, 000 5, 800 6, 200 
⑬ 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 

人 146 180 200 220 240 
(市 町 報告 値 ・ 県 内 移動 除く ) 

















※1 上 記 の 表 中 、 





站 二 











※2 指標 の 目標 














設定 の 考え 方 に 


) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 


つい て は 、 人 巻末 資料 に 掲載 し て いま す 。 




















度 以外 の 











E 度 の 実績 値 又は 








隊 値 を 示し て いま す 。 
































具体 的 推進 方 策 














事業 所 等 と 連携 


し た ここ ろ と 体 の 健康 づく り の 推進 




















地域 と 連携 し た スポ ー ツ へ の 参加 機運 の 醸成 





地域 医 





療 の 確保 充実 と 























医療 と 介護 等 の 





連携 体制 の 推進 


























地域 名} 


后 ケ アシ ステ ム の 構築 














障がい 








の 自立 活動 の 支援 











① 
② 
③ 
④ 
6) 
© 





ロー サオ 




















ド 奥 州 」 の 利用 促進 な ど を 通じ た 結婚 支援 対策 の 





推進 








子育て し や すい 環境 


の 整備 
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快適 で 安全 ・ 
を つく り ヨ 











ます 
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B 球 温暖 化 防止 ( 





こ 向 けた 取組 の 支援 








循環 型 地域 社会 の 構築 に 


向け た 廃棄 物 対 策 の 推 





进 





BEAVIc BAERS 





の 保全 


・ 保 護 活 動 の 推 





进 





























野生 鳥獣 等 の 適正 な 保護 管理 











人 と 動物 が 共 


生 す る 社会 の 実現 に 




















向け た 取組 





食 の 安全 





と 安心 の 取組 の 推進 























“< doe 
KE | 


に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 





‘OAD 


管理 対策 





ハー ド ・ ソ フト を 組み 合わ せ た 防 災 ・ 





・ 小 秋 対 策 及び 危機 




















⑨ 安全 な 通行 、 








歩行 者 の 安全 確 














保 の た め の 道 路 整 備 


























の 推進 














衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 確保 
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り ま す 








一 人 ひと り が いき いき と 生 
feos 2S 4 a 








be 














安心 し て 暮らせ る 環境 の 整備 


型 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 関係 者 等 と 住民 が 共に 





② 持続 的 な 地域 コミ 





ュ ニ ティ づく り と 人 材 育 成 ・ 活 




















Be SCH 











③ 移住 ・ 





定住 の 促進 








I 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 


健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 
1 健やか に 安心 し て 暮らせ る 地域 社会 た を つ くり ます 








(基本 方 向 ) 

(健康 づく り ) 

住民 が 、 こ ころ と 体 の 健康 づく り に 積極 的 に 取り 組む こと が で きる よう 、 市 町 な ど 関 係 機関 と 
連携 し 、 健康 に 関す る 知識 の 普及 を 図る と と も に 、 職場 や 地域 に お ける 心 の 不調 の 早期 発見 、 生 
活 習 慣 病 ' の 発症 予防 や 重症 化 (再発 ) 予防 に つなが る 取組 を 促進 し ます 。 

また 、 若年 期 か ら の 適正 な 食 生 活 習 慣 と 運動 習慣 の 定着 に 向け て 、 健康 づく り に 関す る 良好 な 
環境 づく り を 推進 し ます 。 

スポ ー ツ を 通じ た 健康 増進 を 図る た め 、 関係 機関 ・ 団 体 と 連携 し 、 スポ ー ツ 活動 へ の 参画 に 向 
けた 取組 を 推進 し ます 。 
(医療 ) 

地域 医療 構想 ? の 実現 に 向け て 、 病 床 機能 の 分 化 と 連携 や 医療 と 介護 の 連携 体制 の 整備 な ど に 
取り 組む と と も に 、 妊 産婦 が 安心 し て 出産 で きる よう 、 周 産 期 医療 ? に お ける 医療 機関 間 の 診療 
運 携 体制 の 充実 強化 を 図り ます 。 

自然 災害 や 新興 感染 症 な ど に 円 滑 に 対応 し て いく た め 、 健 康 危機 に 対す る 管理 体制 を 関係 機 
関 ・ 団 体 と 構築 し ます 。 

(福祉 ) 

高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で の 生活 を 継続 で きる よう 、 市 町 等 と 連携 し 、 地域 の 実情 に 応じ た 医 
療 、 介 護 、 予 防 、 住 まい 、 生 活 支援 サー ビス を 提供 する 体制 づく り を 支援 し ます 。 

地域 に お ける 障がい 者 の 自立 支援 を 進め る た め 、 市 町 の 障がい 者 地域 自立 支援 協議 会 な どの ネ 
ットワーク を 生か し 、 障 が い 福 祉 サー ビス 基盤 の 整備 が 着実 に 進む よう 支援 し ます 。 

また 、 就 労 継続 支援 事業 者 "と 農 農業 者 等 と の 連携 に よる 、 障 が い 者 それ ぞ れ の 特性 に 応じ た 多 
様 な 作業 の 確保 や 工賃 向上 に 係る 取組 を 支援 し ます 。 

(子育て ) 

地域 で 結婚 、 子 育て を する と いう 希望 が か な えら れる よう 、 関係 機関 と 連携 し 、 結婚 希望 者 に 
対す る 出会い の 機会 の 提供 等 の 取組 を 支援 し ます 。 

また 、 地域 の 中 で 安心 し て 子育て が で きる よ う 、 市 町 と 連携 し 、 保育 サー ビス の 拡充 等 の 取組 
を 支援 する ほか 、 地域 の 企業 等 に よる 子育て し や すい 環境 づく り を 促進 する な ど 、 社 会 全体 で 出 
産 、 子 育て を 支援 する 地域 づく り を 推進 し ます 。 































































































































































































! 生活 習慣 病 : 食 生活 習慣 、 運 動 習 慣 、 休 養 、 喫 煙 、 飲 酒 等 の 生活 習慣 が 、 そ の 発症 や 進行 に 関与 する 病気 。 

° 地域 医療 構想 : 急速 な 少子 高齢 化 に よる 医療 介 ills regal steel ale こ 対 応 す る た め に 都 道 府 県 が 策定 する 地域 に お け 
る 将来 の 医療 提供 体制 に 関す る 構想 で 、 将 来 の 医療 需要 に 応じ た 、 よ り 効 率 的 で 質 の 高い 医療 提供 体制 の 構築 を 目指 す も の 。 

” 周 産 期 医 療 : 周 産 期 (妊娠 満 22 週 か ら 出生 後 満 7 sine: 間 を いう ) 前 後に お ける 医療 。 母 体 や 胎児 、 新 生 児 の 生命 に 関わ る 
様々 な トラ ブル へ の 可能 性 に 対応 し た 産科 、 小 児 科 の 協力 に よる 総合 的 な 医療 体制 が 求め られ る 。 
就労 継続 支援 事業 所 : 障害 者 総合 支援 法 に 基づき 、 企 業 へ の 就職 が 困難 な 障がい 者 に 、 就 労 機会 の 提供 や 技能 訓練 な ど を する 事 
業 所 。 契約 を 結ん で 利用 する 「A 型 」 と 、 雇 用 契約 を 結ば な いで 利用 する 「B 型 」 が ある 。 
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現状 と 課題 
(健康 づく り ) 

県 南 圏 域 の が ん 、 心 管 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 年 齢 調整 死亡 率 * は 、 全 国 と 比較 し 高位 に ある こ 

と か ら 、 県 民 自ら が 意識 し て 生活 習慣 の 改善 等 に 取り 組む と と も に 、 事 業 所 に お いて も 主体 

的 に 健康 づく り に 取り 組む な ど 、 働 き 盛り 世代 に 対す る 生活 習慣 予防 対策 を 推進 し て いく 必 

要 が あり ます 。 
本 県 の 学齢 期 の 肥満 者 割合 は 、 全 国 値 より 高い こと か ら 、 若 年 期 か ら の 肥満 対策 を 含め た 

生活 習慣 病 予 防 対 策 を 一 層 推 進 し て いく 必要 が あり ます 。 

県 南 圏 域 の 自殺 死亡 率 は 、 全 国 と 比較 し 高位 に あり 、 特 に 働き 盛り 世代 の 自殺 者 数 が 多く 
な っ て いま す が 、 県 が 策定 し た 「 自 殺 対 策 ア クシ ョ ンプ ラン 」 の ほか 、 自 殺 対 策 基本 法 の 改 
正 に 基づき 、 市 町 村 に お いて も 「 自 殺 対 策 計 画 」 を 策定 する こと か ら 、 地 域 全 体 で 総合 的 な 
自殺 対策 を 推進 する 体制 を 整備 する 必要 が あり ます 。 

スポ ー ツ の 振興 、 様 々 な 世代 を 対象 と し た スポ ー ツ を 通じ た 健康 づく りな ど 多 様 な 活動 が 
行わ れ て お り 、 生 涯 に わた る スポ ー ツ 活動 の 定着 に 向け 、 住 民 の スポ ー ツ へ の 参加 機会 の 提 
供 や 住民 間 の 交流 促進 を 図る 必要 が あり ます 。 

(医療 ) 

高齢 化 が 進む 中 、 医 療 ・ 介 護 需要 の 増大 と 疾病 構造 の 変化 が 予測 され る こと か ら 、 県 が 策 

定 し た 「 岩 手 県 地域 医療 構想 」 に 基づき 、 限 られ た 医療 ・ 介 護 資源 を 有効 に 活用 し 、 効 率 的 

で 質 の 高い 医療 提供 体制 を 構築 する と と も に 、 医 療 と 介護 の 連携 に よる 必要 な サー ビス が 確 

保 さ れる 体制 の 整備 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 

県 南 圏 域 の 分 妖 取 扱 医療 機関 数 は 減少 傾向 に あり ます が 、 近 年 増加 傾向 に ある ハイ リス ク 
の 妊産婦 等 へ の 適正 な 対応 が 求め られ て いる こと か ら 、 限 られ た 医療 資源 の 中 で 、 周 産 期 医 
療 機関 の 機能 分 担 と 連携 を 一 層 進 め 、 妊 娠 の リス ク に 応じ し た 適切 な 周 産 期 医療 を 提供 する 必 
要 が あり ます 。 

大 規模 な 自然 災害 や 事故 災害 の 発生 に 伴い 、 多 数 の 負傷 者 が 医療 機関 に 集中 する こと が 懸 

念 さ れ ま す 。 

また 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ な どの 新興 感染 症 は 、 多 数 の 健康 被害 と これ に 伴う 社会 生活 の 
混乱 が 懸念 され る こと か ら 、 こ うし た 健康 危機 管理 に 円 滑 に 対応 し て いく た め に 、 関 係 機関 

と の 連携 体制 の 強化 を 図る 必要 が あり ます 。 

(福祉 ) 

・ 重度 の 要 介 護 者 、 単 身 や 夫婦 の み の 高 齢 者 世帯 、 認 知 症 高齢 者 等 の 増加 が 見 込ま れる た め 、 
在宅 生活 を 支え 、 多 く の 高 齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 暮らし 続け られ る よう 、 あ ら ゆ る 資源 を 
活用 し た 支援 体制 を 構築 し て いく と と も に 、 高 齢 者 自ら が 介護 予防 の 担い 手 と し て 、 地 域 の 
中 で 社会 的 な 役割 を 持ち 、 生 き が いづ くり や 介護 予防 に 向け た 取組 を 促進 し て いく 必要 が あ 
り ま す 。 

障がい 者 支援 施設 等 を 退 所 し 、 地 域 で の 生活 を 希望 する 方 の 主 な 地域 生活 の 場 と な る グル 

ー プ ホー ム 等 が 不足 し て いる た め 、 そ れ ら を 整備 し て いく 必要 が あり ます 。 

県 に お いて は 、 就 労 継 続 文 援 事業 者 と 農業 者 等 と の 連携 に よる 商品 開発 や 受託 作業 の 多様 
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? 年 齢 調整 死亡 率 : 人 口 構成 の 異な る 集団 間 で の 死亡 率 を 比較 する た め に 、 死 亡 率 を 一 定 の 基準 人 口 (昭和 60 年 モデ ル 人 口 ) に あ 
て は め て 算出 し た 指標 。 





















































化 に 向け た 取組 を 支援 し て いま す が 、 障 が い 者 が 、 地 域 で 希望 する 暮らし を 実現 する た め に 
は 、 こ うし た 取組 の 拡充 を 図る な ど し 、 福 祉 的 就労 の 賃金 で ある 工賃 を 更に 向上 させ て いく 
必要 が あり ます 。 
(子育て ) 
未婚 化 、 晩 婚 化 が 進ん で いる こと か ら 、 岩 手 で 、 結 婚 、 子 育て を する と いう 希望 が か な え 
られ る よう 、「“ い きい き 岩 手 ” 結婚 サポ ー ト セン ター ェ i- サ ポ 奥 州 」 や 、 市 町 、 関 係 団体 と 
連携 の うえ 、 結 婚 支 援 に 向け た 取組 を 促進 し て いく 必要 が あり ます 。 
「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 の 認証 "企業 数 は 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 12 月 末 現 在 、 県 
全体 で 70 社 、 県 南 圏 城 で は 41 社 と な っ て いま す が 、 仕 事 と 子育て を 両立 し や すい 職場 環境 の 
整備 を 図る た め に も 、 更 な る 制度 の 普及 啓発 を 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 
また 、 共 働き 世帯 は 増加 し て お り 、 保 育 の 場 の 確保 等 の 子育て 支援 サー ビス を 充実 させ て 
いく 必要 が あり ます 。 












































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (LHR) 
① 事業 所 等 と 連携 し た ここ ろ と 体 の 健康 づく り の 推進 
市 町 、 関 係 団体 と 連携 し 、 事 業 所 へ の 出前 講座 等 に より 、 働 き 盛り 世代 を 中 心 に 運動 習慣 

の 定着 、 禁 煙 及 び 効 果 的 な 受動 喫煙 防止 、 望 まし い 食 生活 習慣 、 メ ンタ ル ヘ ルス "ケア 等 に 関 

する 普及 啓発 を 進め 、 生 活 習 慣 病 の 発症 予防 や メン タル ヘル スケ ア の 向上 に 向け た 取組 を 推 
進 し ます 。 
生活 習慣 病 の 早期 発見 、 重症 化 予防 に つなげ る た め 、 医療 保険 者 が 実施 する 特定 健康 診査 "の 
受診 率 及 び 特 定 保健 指導 * の 実施 率 の 向上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 

幼稚 園 、 保 育 所 ( 園 ) 等 へ の 出前 講座 や 特定 給食 施設 へ の 指導 を 通じ て 、 望 まし い 食 習慣 
の 形成 に 向け た 食 育 の 推進 や 運動 習慣 の 定着 を 図る な ど 、 若 年 期 か ら の 健康 づく り に 関す る 
良好 な 環境 づく り を 推進 し ます 。 

関係 機関 、 団 体 と 連携 の うえ 、 自 殺 対 策 に 向け た ライ フス タイ ル の 確立 等 や うつ 病 等 に 関 
する 正しい 理解 の 普及 麻 発 を 推進 し 、 地域 や 職場 内 で の 見 守り を 図る た め 、 ゲ ー ト キー パー 
の 養成 等 を 促進 する と と も に 、 ハ イリ スク 者 の 早期 発見 、 適 切な 支援 、 遺 族 ケ ア な ど 、 総 合 
的 な 取組 を 推進 し ます 。 
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② 地域 と 連携 し た スポ ー ツ へ の 参加 機運 の 醸成 
生涯 を 通じ て 、 気 軽 に スポ ー ツ に 親しみ 、 参 加 す る こと が で きる よう 、 市 町 と 連携 し て ス 
ポー ツ を 通じ た 健康 づく り に 資す る 情報 を 積極 的 に 発信 し 、 ス ポー ツ へ の 参加 機運 の 醸成 を 
図り ます 。 






























































5 「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 認 証 : 県 に お いて 、 仕 事 と 子育て の 両立 支援 な ど 男 女 が 共に 働き や すい 職場 環境 づく り に 取 
り 組 む 企 業 等 を 認証 し 、 顕著 な 成果 が あっ た 企業 を 表彰 する 制度 。 対 象 は 県 内 に 本 社 ま た は 主たる 事務 所 が あり 、 常 時 雇用 する 労働 
者 数 が 300 人 以下 の 事業 所 等 。 
7 メン タル ヘル ス : 精神 面 に お ける 健康 の こと で あり 、 精 神 的 健康 、 心 の 健康 、 精 神保 健 、 精 神 衛生 な ど と 称 さ れる 。 
* 特定 健康 診査 : 医療 保険 に 加入 する 40 歳 か ら 74 歳 の 被 保険 者 及び 被 扶養 者 に 対し 、 メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム を 早期 に 発見 さ 
せる た め に 行う 健 診 。 
3 特定 保健 指導 : 特定 健康 診査 の 結果 に お ける リス ク の 保有 状況 に 応じ 、 医 師 、 保 健 師 、 管 理 栄養 士 等 に よる 生活 習慣 政 善 の た め 
に 実施 する 指導 。 
0 ゲー トキ ー ペ ー : 悩ん で いる 人 に 気付 き 、 声 を か け 、 話 を 聴い て 、 必 要 な 支援 に つなげ 、 見 守る 人 の こと 。 
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生活 支援 サー ビス が 一 体 的 か つ 
H に よ 









































































































































HI か ら 急 性 期 “、 





過 不 足 な く ne 


に 応じ た 医療 機関 の 役割 分 





市 








る 
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報 伝 達 な ど が 円 滑 に 行わ れ 


れ 等 の 体制 整備 や 実地 訓練 な ど を 実施 


町 等 が 中 心 


切れ 目 な く 提 
医療 機関 や 


介護 事業 所 等 と の 情報 共有 及び 相互 連携 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
© 障がい 者 の 自立 活動 の 支援 
障がい 者 へ の 理解 を 促進 する と と も に 、 障 が い が あ っ て も 自分 の 望む 生活 を 送る ろ る こと が で 
きる よう 、 グ ルー プ ホ ー ム な どの 障がい 福祉 サー ビス の 充実 や 適切 な 地域 生活 支援 事業 の 実 
施 な ど 、 市 町 の 地域 自立 支援 協議 会 の 取組 を 支援 し ます 。 
就労 継続 支援 事業 所 と 農業 者 等 と の 連携 に より 、 商品 開発 や 受託 作業 の 多様 化 を 促す な ど 、 
障がい 者 の 働く 場 の 拡大 を 図る と と も に 、 就 労 継続 支援 事業 所 等 で 組織 する ネッ トワ ー ク に 
よる 共同 販売 会 や 販路 拡大 な どの 取組 を 支援 し 、 障 が い 者 の 工賃 向上 を 促進 し ます 。 
また 、 障 が い 者 の 一 般 就 労 の 希望 に 対応 する た め 、 障 が い 者 就労 ・ 生 活 支 援 セ ンタ ー の 取 
組 を 支援 し ます 。 
© 「i- サ ポ 奥 州 」 の 利用 促進 な ど を 通じ た 結婚 支援 対策 の 推進 
「“ い きい き 岩 手 "結婚 サポ ー ト セン ター i- サ ポ 奥 州 」 が 実施 する 結婚 希望 者 へ の マッ 
7 ee — its 共に 成婚 
に つなが る よう 、 市 町 や 関係 団体 と の 連絡 会 議 等 の 開催 を 通じ て 、 情 報 の 共有 化 を 図る な ど 
の 支援 を 行い ます 。 
⑦ 子育て し や すい 環境 の 整備 
市 町 に よる 保育 サー ビス の 充実 及び 子育て 世代 の 多様 な 保育 ニー ズ に 対応 する 取組 を 支援 
する と と も に 、 仕 事 と 子育て を 両立 し や すい 職場 環境 や 地域 社会 が 形成 され る よう 、 事 業 所 
訪問 等 を 通じ て 、「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 誰 証 制度 の 普及 拡大 や 、「 い わ て 子育て 
応援 の 店 "」 の 協賛 店 の 拡充 等 に 努め ます 。 
1 高度 急性 期 : 急性 期 (症状 が 急 に 現れ る 時 期 、 病 気 に な り 始 め の 時 期 ) の 患者 に 対し 、 当 該 患 者 の 状態 の 安定 化 に 向け て 、 診 療 
密度 の 特に 高い 医療 を 提供 する も の 。 (救急 救命 病棟 、 集 中 治療 室 、 ハ イケ アユ ニッ ト 、 新 生 児 集中 治療 室 、 新 生 児 治療 回 復 室 、 小 
児 集中 治療 室 、 総 合 周 産 期 集中 治療 室 な どの 医療 を 提供 する 病棟 を いう 。) 
AES : AEM O BRIO LL. SBR OUWIRO RMR EKITS TC. BREET SEO, Cie, WAV Ei, ROARED SE 
2) : 急性 期 を 経過 し た 愚者 に 対し 、 在 宅 復 帰 に 向け た 医療 又は リハ ビリ テー ショ ン の 提供 を 行う も の 。 
慢性 期 : 長期 に わた り eee. 
名 いわ て 子育て 応援 の 店 : 18 歳 未満 の 子供 を 同伴 し て いる 方 妊婦 の 方 を 対象 に 、 子 育て に や さ し い サー ビス (割引 や 特典 が ある 
「 に こ に こ 店 」、 お 出かけ の 配慮 の ある 「 ほ の ば ぼ の 店 」) を 提供 し て いる 店 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 












































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 






















































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 事業 所 等 と 連携 し た ここ ろ と 体 の 健 
康 づく り の 推進 事業 所 等 の 取組 へ の 働き か け 及 び 出 前 講座 の 開催 
Nae cp 民 会 議 の 会 員数 ( ド 建 康 今 < OIC = 
Pee Vidar ears orn ee emi ein 体 の 健康 づく り に 向け た 取組 
= 取 杀 整 i 
2019 2020 2021 2022 備 (受動 喫煙 対策 、 食 の 普及 啓発 、 拡 大 
108 113 118 123 生活 改善 等 ) 
現状 値 は 2017 年 の 値 























・ 肥 満 傾向 に ある 子供 の 割合 (小学 5 年生 ) (%) 








現状 値 | 2019 2020 2021 2022 








3.00 11.92 11. 38 10. 84 10. 29 











現状 値 は 2017 年 の 値 






































保険 者 に よる 特定 健康 診 





























査 ・ 特 定 保健 指導 に 向け た 取組 支援 





> 



































In 圧 手帳 の 活用 等 の 働き か け 、 






































幼稚 園 、 保 育 所 等 へ の 出前 講座 の 実 



































満 傾向 に ある 子供 の 割合 (中学 2 EA) (%) 
现状 值 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 






































1.26 | 10.90 10.54 | 10.34 
喝 状 値 は 2017 年 の 





























特定 給食 施設 等 へ の 立入 検査 ・ 指 導 > 


『 業 所 等 へ の 情報 提供 一 > 


at 
= 
+ 






















































































E 県 自殺 対策 アク ショ ンプ ラン (2019~2023) の 推進 




































































wis 
・ メ ンタ ル ヘ ルス 人 材 育成 の た め の f プラ ン 
参加 者 数 (人 ) UB 次 期 プ ラン の 推進 
現状 値 | 2019 2021 策定 
461 1, 461 2, 461 Ly 
現状 値 は 2017 年 の | 事業 所 等 の 取組 へ の 働き か け 及び 出前 講座 の 開催 


② 地域 と 連携 し た スポ ー ツ へ の 参加 機 
運 の 醸成 


H 標 

















&( 週 1 回 以上 の スポ ー ツ 実施 率 








2020 2021 2022 
18) | (2019) | (2020) | (2021) 


63.5 64.0 64.5 65.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 


















































| 人 材 育成 の た め の 研 修 会 の 開催 (ゲー トキ ー ペ バー 等) 
























































スポ ー ツ を 通じ た 健康 づく り に 資す る 運動 情報 の 発信 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
し 中 大 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
③ 地域 医療 の 確保 充実 と 医療 と 介護 等 和 
の 連携 体制 の 推進 地域 医療 連携 会 議 等 の 開催 
a) 5 ーー 各 医疗 机 加 
2 地域 医療 連携 会 議 等 の 参加 機関 数 (機関 ) 関 の 現 状 病床 機能 の 分 化 と 連携 に 向け と 助言 等 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 把 握 
93 102 102 102 102 
現状 値 は 2017 年 の 値 
周 産 期 医 療 連 絡 会 議 の 開催 
各 医 療 機 
関 の 現状 周 産 期 医 療 体制 の 連携 強化 へ の 支援 ト 
把 握 
・ 災 害 医 療 実 地 訓練 等 の 実施 回 数 (回 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 災害 医療 対策 連絡 会 の 開催 
é : : : : 災害 医療 実地 訓練 な どの 実施 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 感 染 症 対策 実地 訓練 な ど 実 施 回 数 (回 ) 感染 症 連 絡 会 議 の 開催 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 感染 症 対策 実地 訓練 な どの 実施 
3 3 3 3 3 
現状 値 は 2017 年 の 値 
④ 地域 包括 ケア シス テム の 構築 
目標 医療 と 介護 の 連携 の 推進 
・ 居 宅 サ ービス ・ 地 域 密 着 型 サ ービス の 利用 割 >| 
£16 (%) I CT を 活用 し た 医療 機関 と 介護 事業 所 等 と の 連携 体制 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 の 構築 に 向け た 支援 
64.4 65. 2 65. 8 66.4 | 67.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 
介護 予防 ・ 生 活 支 援 サ ービス 事業 の 実施 の 支援 Ly! 
© 障がい 者 の 自立 活動 の 支援 
AER 市 町 自立 支援 協議 会 等 の 取組 の 支援 
・ 障 が い 者 就労 継続 支援 事業 所 (BH!) の 工賃 | 
(円 / 月 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 E 同 販売 会 ・ 販 路 拡 大 等 の 取組 の 支援 トー 
19, 707 | 20, 495 | 20,889 | 21, 284 | 21,677 
は 2017 年 の 値 ん eee ; aie 
ane i. 農 福 連 携 等 に よる 受託 作業 の 多様 化 の 取組 支援 
ge 普及 啓発 に 係る 研修 会 の 開催 、 農 業者 | | 
° PAPER 5 
の 分 析 と の マッ チン グ 支 援 
16 居宅 サー ビス ・ 地 域 密 着 型 サ ービス の 割合 : 介護 保険 る 総 給付 費 (介護 給付 十 予 防 給 付 ) の うち 、 居宅 サー ビス 費 (訪問 、 
通所 、 短 期 入所 、 福 祉 用 具 等 ) 、 地 域 密 着 型 サー oe ee 小 規模 多 機 能 型 、 定 期 巡 回 ・ 随 時 対応 型 、 夜 間 対 応 型 、 小 
規模 な 特別 養護 老人 ホー ム 等 ) 及び 施設 サー ビス 費 (特別 養護 老人 ホー ム 、 老 人 保健 施設 、 療 養 型 医療 施設 ) の 合計 額 に 占め る 居 


EPEC ARRON 











Ia aR a A EAR OE 


計 額 の 割合 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 

















© 














目標 


・「 i- サ ポ 」 入 会 意 録 者 数 (人 ) 【累计 ] 


「i- サ ポ 奥 州 」 の 利用 促進 な ど を 通じ 
た 結婚 支援 対策 の 推進 




















サポ 奥州 」 会 員 登 録 勧 奨 > 























現状 値 2019 

















2020 2021 2022 




































































































































428 728 878 1,028 | 1,178 結婚 支援 連絡 会 議 の 開催 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 ( 各 団 体 の 取組 の 情報 共有 化 ) 
QD 子育て し や すい 環境 の 整備 
目標 市 町 ・ 保 育 事業 者 へ の 助言 ・ 支 援 
・「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 延 べ 協賛 店 舗 数 pt 
(件 ) 【累计 ] 管内 市 町 担当 者 会 議 の 開催 
































現状 値 | 2019 























(子育て 支援 の 充実 に 向け た 取組 の 情報 共有 ) 





2020 2021 2022 



























































703 743 763 783 803 
現状 値 は 2017 年 の 値 













































子育て に や さ し い 企業 等 認証 、 子 育て 応援 の 店 協賛 店 意 
録 の 勧奨 





























事業 所 訪問 等 の 実施 に よる 制度 











県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 





























(住民 、 住 民団 体 、 事 業 所 、 総 合 型 地 域 ス ポー ツク ラブ 等 























・ ス ポー ツ ・ 
| ・ 事 業 所 に お 
| ・ 事 業 所 に お 









































レク リエ ーション へ の 積極 的 な 参加 

















ける 従業 員 へ の 健 診 ・ 指 導 の 受診 勧奨 と 受診 体制 整備 
ける 生活 習慣 病 や 自殺 対策 に 関す る 正しい 知識 の 普及 啓発 























| ・ ゲ ー ト キー ペパー 養成 研修 の 受講 


| ・ ス ポー ツ へ の 参加 機会 の 提供 



































hm ON om ot 
we 
wa 








a wt hh 
MI ヾ 
が 



































医 
る 

・ 周 産 期 医療 
療 


療 サ ービス の 提供 
病床 機能 の 確保 及び 介護 サー ビス 等 と の 連携 強化 
に 係る 役割 分 担 と 連携 の 推進 

療 や 感染 症 対策 の 実地 訓練 な ど へ の 参加 


























・ 特 定 保健 指導 の 受診 勧奨 及び 普及 砂 発 














ここ ろ の 健康 の 重要 性 に つい て の 普及 啓発 




















等 の 充実 ・ 実 施 、 住 民 へ の 積極 的 な 普及 啓発 
策 に 係る ゲー トキ ー パ ー の 養成 
ツ ・ レ クリ エー ショ ン 活 動 へ の 参加 促進 




















































































































(住民 、 住 民団 体 、 事 業 所 な ど ) 














解 の 増進 





・ 災 害 医 療 や 感染 症 対策 の 実地 訓練 な ど へ の 参加 








・ 在 宅 医療 や 訪問 看護 な どの 提供 体制 の 構築 
・ 災害 医 療 や 感染 症 対策 の 実地 訓練 な ど へ の 参加 

















・ 高 齢 者 、 障 が い 者 へ の 理解 と 配 

・ 高 齢 者 や 障がい 者 の 積極 的 な 社会 参加 

・ 民 生 児 童 要 員 に よる 見 守り な ど 
(事業 者 ・ 関 係 団体 等 ) 

・ 多 職種 協 働 に よる 医療 と 介護 の 連携 

・ 介 護 保険 、 障 が い 福 祉 サー ビス の 適切 な 提供 

・ 障 が い 者 の 地域 生活 や 工賃 向上 の 支援 

(市 町 等 ) 

・ 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総合 事業 、 地 域 密 着 型 サー ビス な どの 充実 

・ 障 が い 者 の 地域 生活 
・ 自 立 支援 協議 会 の 設 
(子育て ) 

(住民 ) 

・ 結 婚 支 援 事業 等 へ の 参画 

・ 子 育て 家庭 へ の 理解 と 配慮 
(事業 者 ・ 関 係 団体 等 ) 

・ 結 婚 希 望 者 の マッ チン グ 支 援 等 

・ 児 童 福祉 サー ビス の 適切 な 提供 

・ 子 育て に や さ し い 企業 等 認証 の 取得 、 子 育て 応援 の 店 の 協 若 

(市 町 等 ) 

・ 結 婚 希 望 者 へ の 施策 の 支援 

・ 多 様 な 保育 ニー ズ を 踏ま えた 子ども 子育て 支援 施策 の 展開 


























小 ei 




























































































































































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 岩 手 県 保健 医療 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 

・ 健 康 い わ て 21 プ ラン (第 二 次 ) (計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) ~2022 年 度 ) 

・ 岩 手 県 自殺 対策 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 

・ 君 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 

・ い わ て いき いき プラ ン 2020 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~20204F BZ) 

・ 第 5 期 障がい 福祉 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) 一 2020 年 度 ) 

・ 岩 手 県 障がい 者 プラ ン (計画 期間 平成 3 年度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 

・ い わ て 子ども プラ ン (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~2019 年 度 ) 

・ 岩 手 県 子ども ・ 子 育て 支援 事業 支援 計画 (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~2019 年 度 ) 
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| 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 


健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 
2 快適 で 安全 ・ 安 心 な 生活 環境 を つく り ま す 








(基本 方 向 ) 
(環境 保全 等 ) 
事業 者 に お ける 地球 温暖 化 防 止 の 取組 支援 や 、 官 民 連 携 に よる 省エネ や 節電 等 の ライ フス タイ 
ル の 意識 啓発 に 取り 組み ます 。 

廃棄 物 の 発生 抑制 、 再 使用 、 再 生 利 用 の いわ ゅ ゆる 3 R ' を 促進 する と と も に 、 産 業 廃棄 物 の 適 
正 処理 指導 と 不法 投棄 対策 の 取組 を 進め ます 。 

豊か な 自然 環境 を 次 世代 に 引き 継ぐ た め 、 行政 、NPO、 事業 者 、 住 民 等 の 協 働 連 携 に よる 生 
物 多様 性 の 保全 や 環境 保全 の 取組 を 推進 し ます 。 

住民 の 健康 と 自然 環境 保全 の 基本 で ある 水 環境 の 保全 に 取り 組み ます 。 

捕獲 の 担い 手 の 育 成 や 確保 に 努め 、 有害 捕獲 を 一 層 強 化し 、 野生 鳥獣 に よる 自然 生態 系 や 農林 
業 及 び 人 身 へ の 被害 防止 対策 を 推進 し ます 。 

人 と 動物 が 共生 する 社会 の 実現 に 向け て 動物 愛護 思想 の 普及 に 努め 、 動 物 の 生命 尊重 の 機運 醸 
成 の 取組 を 推進 し ます 。 

食品 を 介 し た 健康 被害 の 発生 の 予防 に 努め 、 食 の 安全 と 安心 の 取組 を 推進 し ます 。 
(社会 資本 整備 等 ) 

災害 に 強く 信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 上 緊急 輸送 道路 の 防災 機能 の 強化 と 
計画 的 な 維持 管理 を 推進 し ます 。 

激甚 化 、 顔 発 化す る 洪水 や 土砂 災害 か ら 生 命 や 財産 を 守る た め 、 人 人口 や 資産 が 集積 し て いる 区 
間 や 近年 の 被害 実績 の ある 区 間 の ハー ド 対 策 を 重点 的 に 推進 し ます 。 また 、 施設 で は 守り きれ な 
い 洪 水 や 火山 噴火 等 に 対し 、 警 戒 ・ 避 難 体 制 等 の ソフ ト 施 策 の 充実 強化 を 推進 し ます 。 

冬期 間 の 安全 で 円 滑 な 通行 を 確保 する た め 、 除雪 を 考慮 し た 道路 整備 や 、 通学 
者 の 安全 を 確保 する た め 、 歩 道 の 整 備 を 推進 し ます 。 

人 口 減 少 等 の 影響 を 考慮 し な が ら 、 地 域 の 実情 に 合っ た 汚水 処理 施設 の 整備 を 推 3 













































































































































































現状 と 課題 
(環境 保全 等 ) 
県 南 圏 域 で は 、 地 球 温 暖 化 防止 を 積極 的 に 行っ て いる 事業 所 と し て 「 い わ て 地球 環境 に や 

















さ し い 事業 所 介 に 認定 され た 事業 所 が 全 県 の 48.896 (平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 100 社 ) & 4 















































1 SR : Reduce (リデュース : 廃棄 物 の 発生 抑制 ) Reuse (リユース : 再 使用 ) Recycle (リサ イク ル : 再生 利用 ) の 3 つの 英 
語 の 頭 文 字 を と っ た も の 。3 つの R に 取り 組む こと で ご み を 限り な く 少 な くし 、 環 境 へ の 影響 を 極力 減ら し 、 限 りあ る 地球 の 資源 
を 有効 に 繰り 返し 使う 社会 ( 三 循 環 型 社会 ) を つく ろう と する も の 。 

2 いわ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 : 地球 温暖 化 を 防止 する た め の 施 策 の 推進 を 図る た め の 制 度 で 、 二 酸化 炭素 排出 の 抑制 の た め 
の 措置 を 積極 的 に 講じ て いる 事業 所 を 岩手 県 が 認定 し 、 広 く 県 民 に 紹介 する こと に より 、 地 球 温 暖 化 対策 の 積極 的 な 取組 を 広げ て 
いく こと を 目的 と する も の 。 
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め 、 
進 
県 南條 
を 占め る こと か ら 、 


一 


不足 な ど に より 、 活 動 の 停滞 が 懸念 され る 





ー ュ 


住民 等 が 連携 し て 
に 引き 継い で いく 取組 を 推進 
L 上 川中 流域 の 河川 水質 は 、 お お むね 良好 ( 





環境 に 関す る 取組 が 活発 に 行わ れ て お り 、 








する 必要 が あり ます 。 
I Cli, 産業 廃棄 物 の 発生 量 が 86 万 トン と 岩 























fe 














産業 廃棄 物 処 理 業者 や 排 H 








事業 者 に よる 地球 温暖 1 





手 県 内 の 319% ( 平 





防止 の 取組 を 更に 推 





成 28 年 度 (2016 年 度 ) ) 














事業 者 ! 











産業 廃棄 物 の 不適 正 処理 防止 の 取 








組 を 推進 する 必 





要 が あり ます 。 





生物 多様 性 の 保全 や 環境 保全 に 積極 的 に 取 






































本 

































































団体 も 見 られ る こと か ら 、 
自然 保護 や 環境 保全 の 取組 に つい て 理解 を 深め 、 豊 か な 自 
する 必要 が あり ます 。 


り 組 む 団 体 や 企業 が ある 























こ 維 持 さ れ て いま す が 、 





に 対す る 3R の 取 


一 方 、 
行政 、N PO、 事 業者 、 


組 を 促進 する と と も 


高齢 化 や 担い 手 


然 環 境 を 次 世代 





引き 続き 工場 等 の 排水 





























hl 

ニホン ジ カ の 個体 数 の 増加 や イノ シシ の 生息 範囲 の 拡大 に 自然 生態 系 へ の 影響 や 農 
林業 被害 が 拡大 し て いる ほか 、 es aia eth Ce aie と 
か ら 、 広 域 的 な 野生 鳥獣 被害 対策 が 求め られ て いま す 。 


の 責務 の 普及 啓発 を 強化 
頭 飼 


依然 と し て 発生 し て いる こと か ら 、HACCP* の 普及 な ど 食 品 営業 者 
推進 


(社会 




















さら に 、 捕 獲 の 担い 手 が 減少 ・ 
平成 24 年 (2012 年 ) の 動物 の 愛護 及び 管理 に 















































育 や 猫 へ の 和 無 
カン ピロ バク タ 











ー* や ノロ ウイ ルス * を 原 医 











と より 積極 的 な 保健 所 指導 が 必要 で す 。 
資本 整備 等 ) 
日 本 大 震 災 津波 や 、 平 成 28 年 台風 第 10 




















i= 
号 火 


























-人 个 














oS 


維持 管理 


安心 し て 生活 で きる 環境 を 構 


の 歩道 整備 率 は 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 で 78.2% 
層 進 め て いく 必要 が あり 
用 が 
口 普 及 率 は 79. 6% で 、 


歩行 者 の 


の 県 南 


今後 、 更 に 老朽 化 が 進 





Ee, HR 





む 道 路 や 橋 、 





高齢 化し て お り 、 


し た こと に より 、 犬 や 猫 
責任 な 館 や り に よる 迷惑 事例 の 増加 ( 





こよ る 施設 の 長寿 命 化 等 の 取組 を 一 
一 局 地 的 豪 Nee 武志 











全国 的 に 


ュー 















































4» 











! の 児童 が 交通 事故 に 遭う 事例 が 




















通学 











安全 確保 の た め 、 歩 道 の 整 備 を 一 




















よる 大 規模 な 洪水 や 土砂 災害 が 頻繁 
築 し て いく 必要 が あり ます 。 
国 的 に 多発 し て いる 中 、 
に とどまっ て いる こと か ら 、 
ae 
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に 関す る 法律 の 改正 以来 、 





























こ 対 す る 取 








因 と する 食中毒 な ど 、 食 品 に 超 
に よる 自主 衛生 管理 の 








災害 
ee. 


人 4 =< 


FF 








を 教訓 と し て 、 EA 








層 進 め る 必要 が あり ます 。 





の 引取 頭数 は 減少 し て いま す が 、 
組 が 必要 で す 。 


計画 的 な 修繕 を 実施 し て い 
[会 資本 が 増加 する こと か ら 、 


こと 発生 し て お り 、 


新た な 狩猟 者 の 確保 が 必要 で す 。 


終生 飼養 な ど 飼 い 主 
一 方 で 多 











因 す る 健康 被害 が 





きき に お ける 避難 ・ 救 援 


活動 等 に お いて 、 皿 急 輸送 道路 等 の 確実 な 通行 を 確保 する 必要 が あり ます 。 
等 に つい て は 、 長 寿命 化 修繕 計画 に 基づき 、 
河川 施設 な どの 視 


ます が 、 
計画 的 な 























住民 が 

















~~ 








は じ め と する 汚水 処理 施設 の 整備 
域 の 汚水 処理 人 


下水 道 を 



































3 





は 経 











か ら 
な る 場 








な 工 


カン ピロ バク ター : グラ ム 人 陰性 
感染 に より 食中毒 を 起こ す 。 
! ノロ ウィ ルス : ウイ ルス 性 
出る 


A 
=i 


5 HACCP:Hazard Analysis and Critical Control 
を 
程 を 管理 し 、 





ん で いま す が 、 








Le 






































es 








で らせん 状 し た 




















表 腸 炎 を 引き 起こ す ウ 
感染 する ほか 、 下 水 、 操 


イル ス の 一 
川 等 を 経 


属 で 
































Et 


BERR a IT し て 経 
も ある 。 




















Point Mi, 
原材料 の 入荷 か ら 製 品 の 出荷 に 至る 全 工 











把握 し た 上 で 、 





2 態 を 示す 真正 細菌 の 一 


し て 海 7 


程 の 中 で 、 そ れ ら の 危害 要 


属 の 総称 。 ペット や 





HA, RRA ORE CILIBD. 


通学 路 に お 


平成 29 年 度 (2017 年 度 
県 平均 の 80.8% よ りや や 低い こと か ら 、 今後 


ある い は それ ら が 乾 


ける 県 南 圏 域 
児童 等 の 





) 末 








と な り 、 人 





家畜 の 下痢 の 原因 








HELE bO 














HUICRA LIA 4 VAR BR 





ste 


ES 

















ら が 食 中 





食品 事業 者 


























汚染 や 異物 混入 等 の 危害 要因 











し た 二 枚 具 





が 食中毒 の 原因 に 














Csi 














こ 重 要 





内 を 除去 





























製品 の 安全 性 
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を 確保 し よう と する 衛生 管理 の 手法 。 


又は 提言 する た め に 特 ! 











も 引き 続き 、 整 備 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 








国内 外 に お いて 人 和 鳥 イン フル エン ザ が 発生 し て お り 、 


























と か ら 、 そ の 対策 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 


本 県 の 活 火 山 の う ち 常 時 観測 








山 火 山 防災 協議 会 」 が 設置 さ 


測 火 
れ 、 





県 内 に お いて も 発生 する 恐れ が ある こ 


火山 で ある 栗駒 山 に つい て は 、 平 成 27 年 (2015 年 ) に 「 栗 駒 
同 協議 会 に より 平成 30 年 (2018 年 ) 3 月 に 「 栗 駒 山 ハ ザー 








ド マ ッ プ 」 が 作成 ・ 配 布 さ れ た と ころ で あり 、 引 き 続 き 、 関 係 機関 と の 連携 を 図り 、 防 災 対 
人 策 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 地球 温暖 化 防 止 に 向け た 取組 の 支援 
多量 排出 事業 者 ? に お ける 地球 温暖 化 対策 計画 の 策定 支援 及び 「 い わ て 地球 環境 に や さ し い 
事業 所 」 認定 制度 の 普及 拡大 と エコ スタ ッ フ "の 養成 を 通じ て 、 事 業者 に 






































止 の 取組 を 支援 し ます 。 
県 民 や ョ 















































も に 、 エ コ ド ラ イブ 等 の 身近 な 実践 活動 の 普及 を 図り ます 。 





② 循環 型 地域 社 会 の 構築 に 向け た 廃棄 物 対策 の 推進 
・ 市 町 と の 連携 ・ 協 力 を 図り な が ら 、 









































お ける 地球 温暖 化 防 














業者 、 行 政 が 連携 し た 地域 ぐる み の 省 エネ ルギー 活動 や 節電 対策 を 推進 する と と 











重い 捨て プラ スチ ッ ク な どの 廃棄 物 の 3R を 基調 と す 


る ライ フス タイ ル の 定着 を 図る と と も に 、 産 業 廃棄 物 処理 業者 や 排出 事業 者 へ の 説明 会 の 開 


















































催 等 を 通じ て 、 環 境 に 配慮 し た 事業 活動 を 促進 し ます 。 
廃棄 物 の 適正 処理 指導 や 、 警 察 等 関係 機関 と 連携 























り 不法 投棄 対策 に 取り 組み ます 。 
③ 優れ た 自然 環境 等 の 保全 ・ 保 護 活動 の 推進 





NPO、 事 業者 、 住 民 等 の それ ぞ れ が 実施 する 4 






































ほし た 合同 パト ロー ル や 情報 共有 な ど に 


E 物 多様 性 の 保全 、 環 境 保全 活動 に つい て 




















の 取組 の 共有 化 を 図り 、 多 様 な 主体 が 連携 し た 地域 全体 で の 環境 保全 活動 の 活性 化 を 促進 し 、 
豊か な 自然 環境 を 次 世代 に 引き 継い で いく 人 づく り へ の 取組 を 支援 し ます 。 
森 か ら 川 を 経て 海 に 至る 健全 な 水循環 が 図ら れる よう 、 県 民 等 の 参加 








な どの 取組 を 進め ます 。 


工場 等 へ の 立入 指導 や 排水 の 検査 を 実施 し 、 事 業 場 排水 の 適正 化 を 図 
④ 野生 鳥獣 等 の 適正 な 保護 管理 








市 町 等 関係 機関 と 連携 し 、 
グマ の 人 里 へ の 出没 原因 の 検 





















































に よる 河川 等 の 保全 


り ま す 。 


ニホン ジ カ な どの 有害 鳥獣 の 駆除 等 の 広域 的 な 取組 や ツキ ノワ 


証 等 


に 基づく 駆除 対策 に 取り 組む と と も 


な 役割 を 担う 人 材 の 育成 を 推進 し ます 。 
© 人 と 動物 が 共生 する 社会 の 実現 に 向け た 取組 








飼い 主 の いな い 犬 や 猫 の 





























" 多量 排出 事業 者 : 県 民 の 健康 で 快適 な 生活 を 確保 する た め の 環 境 保全 に 関す る 条例 に 基づき 、 地 球 温 暖 化 対策 計画 の 作成 、 提 出 











譲渡 に 
動物 愛護 事業 に 取り 組み ます 。 








を 義務 付け られ た 二酸化 炭素 の 排出 量 が 相当 
7 エコ スタ ッ フ : 事業 所 に お いて 省エネ 等 の 
タッ フ を 全く こと が 条件 と な っ て お り 、 岩 手 





























程度 多い 事業 者 。 
取組 の 中 心 的 役割 を 担う 者 で 、「 い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 」 の 認定 に は エコ ス 
県 で は 県 内 4 会場 で 養成 セミ ナー を 開催 し て いる 。 





向け た 取組 や 、 飼 い 主 へ の 指導 、 関 係 
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に 、 個 体 数 管理 に 大 き 


団体 と の 協 働 に よる 

















© 食 の 安全 と 安心 の 取組 の 推進 
関係 機関 と の 協 働 の 取組 、 よ り 積 極 的 な 保健 所 指導 な ど に より 、 食 品 事業 者 に 対す る HA 
CCP の 考え 方 に 基づく 衛生 管理 の 普及 に 取り 組み ます 。 
QD 災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構 策 
橋梁 の 耐震 補強 や 法 面 防災 点検 等 の 結果 を 踏ま えた 対策 な ど 、 緊 急 輸送 道路 の 防災 機能 強 
化 を 推進 し ます 。 
⑧ ハー ド ・ ソ フト を 組み 合わ せ た 防 災 ・ 減 災 対 策 及 び 危 機 管理 対策 
ハー ド 対 策 と し て 、 河 川 改修 に よる 治水 安全 度 の 向上 と 河道 掘削 や 立ち 木 伐採 に よる 河川 
の 流下 能力 の 確保 を 推進 し ます 。 
ソフ ト 施 策 と し て 、 水 位 周知 河川 、 浸 水 想定 区 域 の 指定 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等 の 指定 を 推 
進 し ます 。 
a 然 災 害 や 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 発生 に 備え 、 関 係 機関 等 と 連携 し た 取組 を 推進 し ます 。 
火山 防災 対策 に 係る 関係 機関 と の 情報 共有 や 連携 強化 を 推進 し ます 。 
© 安全 な 通行 、 歩 行者 の 安全 確保 の た め の 道 路 整備 の 推進 
通学 路 を 中 心 と し た 歩道 の 整備 を 推進 し ます 。 
⑩ 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 確保 
いわ て 汚水 処理 ビジ ョ ン 2017 に 基づき 汚水 処理 施設 の 整備 を 推進 し ます 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
a 、 貞 休 的 な 
虹 が 取り 粗 具 体 的 な 人 六方 生 <2018 | 2019 2020 2021 2022 
① 地球 温暖 化 防 止 に 向け た 取組 の 支援 
ie 
・ エ コス タッ フ 養成 者 数 (人 ) 【 果 计 ] 多量 排出 事業 者 に お ける 地球 温暖 化 対策 の 支援 "を 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
329 407 447 487 527 エコ ドラ イブ ・「 か し こい 交通 ライ フ 」 チ ャ レン ジウ ィ 
現状 値 は 2017 年 の 値 ク の 推進 と 
「 い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 」 認 定 制度 の 善 及 拡大 | ゆ 























② 循環 型 地域 社 会 の 構築 に 向け た 廃棄 
Ma 廃棄 物 の 3 RR の 促進 に 向け た 普及 藩 発 > 
・ 廃 棄 物 排出 事業 者 等 説明 会 へ の 参加 企 
( 社 ) (Rat) 関係 機関 と 連携 し た 不法 投棄 ・ 不 適正 処理 の 監視 指導 | 一 テ 
現状 値 | 2019 2020 2021 
836 2, 008 2, 738 3, 468 
現状 値 は 2017 年 の 値 廃棄 物 処分 業者 へ の 指導 ・ 排 出 事業 者 説明 会 の 実施 = トト と 
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③ 優れ た 自然 環境 等 の 保全 ・ 保 護 活動 の 
















































































































































































推进 関係 機関 、 ボ ラン ティ ア と の 協 働 に よる 環境 保全 対策 の 
APR 推进 mead 
・ 排 水 基準 適用 の 事業 場 (製造 業 ) に お ける 排 

水 基準 適合 率 (%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 工場 、 事業 場 へ の 立入 検査 (排水 の 水質 測定 ・ 改 善 指導 ) トー* 
100 100 100 100 100 

現状 値 は 2017 年 の 値 商 境 情報 の 発信 、 研 修 会 の 開催 等 に よる 地域 環境 保全 活 | 

動 の 活性 化 、 人 材 育成 の 支援 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 



























































~2018 2019 2020 2021 2022 
④ 野生 鳥獣 等 の 適正 な 保護 管理 
標 県 南 地 域 野生 鳥 上 被害 防 上 対策 連絡 会 の 開催 に 
- ALATA ATION (件 ) UR 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ae Sea Anas 
116 316 416 516 616 捕獲 の 担い 手 育成 支援 事業 等 の 実施 a 
現状 値 は 2017 年 の 値 
市 街 } wane ける 市 街 地 等 に お ける 
クマ の 出没 原因 の pes クー 防除 対策 の 実施 | 
調査 






























































































































































© 人 と 動物 が 共生 する 社会 の 実現 に 向 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































けた 取組 動物 愛護 に 関す る 普及 啓発 の 実施 
ae 
・ 猫 の 譲渡 会 の 開催 回 数 (回 ) 【累计 ] 猫 の 譲渡 会 の 実施 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
0 20 30 40 50 動物 愛護 団体 の 活 
動物 愛護 団体 の 育成 動 支援 
© 食 の 安全 と 安心 の 取組 の 推進 
目標 reer 等 人 に HACCP 導入 の 促進 し | 
・HACCP 衛 生 管理 計画 を 策定 し て いる 食品 向け た 普及 藻 発 
営業 施設 の 割合 (%) 
下値 0 90 Te 食品 営業 施設 の 立入 指導 | 
⑦ 災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 
標 
・ 監 急 輸送 道路 等 に お ける 耐震 化 完了 橋梁 数 
Ee 
0 hah Seer se oe 緊急 輸送 道路 等 に お ける 橋 染 の 耐震 補強 の 推進 [| 
0 2 5 6 7 
⑧ ハー ド ・ ソ フト を 組み 合わ せ た 防 災 ・ 
減災 対策 及び 危機 管理 対策 
| 標 
・ 県 管理 河川 に お ける 水位 周知 河川 の 指定 河 刀 
数 (河川 ) 【累计 ] 
于 
Ne ーーーー ーーー ーーー ーー 5 か 年 計画 に 基づく 水位 周知 河川 の 指定 、 | _。 
REDE 洪水 浸水 想定 区 域 の 指定 の 実施 
・ 県 管 加 河 川 に お ける 想定 最大 規模 の 降雨 に 対 2022 年 度 以降 
応 し た 洪水 浸水 想定 区 域 の 指定 河川 数 (河川 9 一 の 計画 の 検 対 及 上 
系 計 [推进 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ーー 
1 7 7 7 8 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等 指定 箇所 数 (箇所 ) [累計 ee 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 土砂 炎 nue 必要 に 応じ た 
1,840 | 2,270 | 2,480 | 2,700 | 2,900 が ある 区 域 の 公表 公表 内 容 の 見 直し | 
現状 値 は 2017 年 の 値 の 推進 
土砂 災害 警戒 区 域 等 の 指定 の 推進 > 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 












~2018 


2019 


2020 


2021 2022 


















































⑨ 安全 な 通行 、 歩 行者 の 安全 確保 の た め 





























































































































































































































































( 住 
・ 省 エネ 








| ・ 行 政 と の 協 働 に よる 












Hr ANE. 
民 ・ 事 業者 ・N PO 等 ) 


を を 


\、 BH 


























電 等 の 地球 温暖 化 防止 活動 の 取組 
H 伏 保 護 活動 の 取組 











・ 有 害 鳥獣 被害 対策 へ の 協力 



































・ ご み の 減 量化 、 


産業 廃棄 物 の 発生 抑制 、 


























・ 住 民 、 事 業者 、NPO と の 連携 に よる 環境 保全 





・ 工 場 排水 対策 の 
主 衛 生 管理 の 推進 


品 の 
町 ) 
| ・ 地 球 温 
| ・ ご み の 








(市 





| ・ 協 働 に 


H 














取組 














He 
減量 


| 一 
Li 





よる 


防止 の 普及 啓発 























自然 保護 活動 、 


下 











“生活 排水 对 策 中 推进 


==? 

















‘BBE 





(市 町 ) 
・ 効率 
・ 道 路 や 


| Ww BER 被 
| ・ 動 物 愛護 に 関す る 
| (社会 資本 整 1 


河川 
難 体 

















+ 警 式 避 


・ 総 合 防災 拠点 施設 の 整備 
・ 橋 染 耐震 対策 の 推進 
境 の 








・ 歩 行 環 





対策 の 推進 


eI 








等 ) 


用 桔 





的 ・ 効 果 的 な 維持 管理 の 実施 





な ど 維 持 管 理 に お ける 人 


E 民 へ の 情報 提供 





【 





制 の 整備 








整備 











HK 








| ・ 一 般 廃棄 物 収集 運搬 ・ 処 理 業 の 許認可 事務 


環境 保全 活 


ヒ 、 再 使用 、 リ サイ クル に 係る 普及 啓発 と 情 
及び 適正 処理 の 捧 
助 の 取組 支援 、 住 民 等 へ の 普及 啓発 











民 協 人 


NO HE 
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使用、 





活動 の 取組 




















報 提供 




















pus 





E 進 












の 道路 整備 の 推進 

目標 

通学 路 (小学 校 ) に お ける 歩道 設置 延長 (m 

累计 ] As fig eS iB A 

現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 scant 
0 400 | 900 | 1,180 | 3,880 

⑩ 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 確保 

目標 

汚水 処理 人 口 普 及 率 (%) 

SOHNE, | 016 2080 | 020 | 2022 汚水 処理 施設 の 整備 、 水 洗 化 の 促進 

79.6 | 81.7 | 83.0 | 844 | 86.0 

現状 値 は 2017 年 の 値 











リサ イク ル 、 適 正 処理 























た だ 


a 






| ( 国 ) 
| ・ 効 率 的 ・ 効 果 的 な 維持 管理 の 実施 
| ・ 北 上 川 の 河川 改修 、 一 関 放水 地 事業 の 整備 








【 関 連 す る 計画 】 

・ 環 境 基 本 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2023 年 度 ) 

・ 岩 手 県 環境 基本 計画 (計画 期間 平成 23 年 度 (2011 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

・ 第 四 次 循環 型 社会 形成 推進 基本 計画 (計画 期間 平成 0 年 度 (2018 年 度 ) て 2022 年 度 ) 

・ 第 二 次 岩手 県 循環 型 社会 形成 推進 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

・ 第 12 次 鳥獣 保護 管理 事業 計 和男 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) て 2021 年 度 ) 

・ 第 2 次 岩手 県 動物 愛護 管理 推進 計画 (計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) て 2023 年 度 ) 

・ 岩 手 県 食 の 安全 安心 推進 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

・「 水 防災 意識 社会 」 の 再 構築 に 向け た 緊急 行動 計画 
(計画 期間 平成 29 

・ い わ て 汚水 処理 ビジ ョ ン 2017 (計画 期間 平成 30 
























































































































































Du 
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DW a 
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ERE (201742 EE) て 2021 年 度 ) 
E 度 (2018 年 度 ) ~20254F EE) 























| 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 


健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 


一 3 一 人 ひと り が いき いき と 生活 で きる コミ ュ ニ ティ を つく り 


| 
z ます 











(基本 方 向 ) 

国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 実現 を 契機 と し た 地域 の 国際 化 を 見 据え 、I LC 関係 者 が 
地域 コミ ュ ニ ティ の 一 員 と し て 安心 し て 暮らせ る よう 、 受 入 態 勢 整 備 を 進め ます 。 

魅力 と 活力 ある 持続 可能 な 地域 社会 の 形成 を 進め る た め 、 多 様 な 主体 が 活躍 する 機会 の 提供 等 
に より 、 県 民 一 人 ひと り が 地域 の 担い 手 と し て 活躍 で きる よう 取り 組む と と も に 、 住 民 や NPO 
法人 等 の 多様 な 主体 に よる 地域 コミ ュ ニ ティ づく りや 、 市 町 と 県 と の 連携 又は 市 町 間 の 連携 な ど 
に よる 広域 的 な 課題 へ の 取組 を 進め ます 。 






























































現状 と 課題 
国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に より 、 経 済 へ の 波及 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促進 、 
関連 人 口 の 増加 、 国 際 化 の 進展 等 が 期待 され て いま す 。 
国 の 地方 創 生 の 政策 に 呼応 し 、 県 で は ふる さと 振興 総合 戦略 を 、 市 町 に お いて も 地方 版 ま 
ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総合 戦略 を 策定 し 、 地 域 の 特性 を 生か し た 各種 取組 を 進め て いま す 。 






































また 、 地 域 の 共通 の 課題 を 解決 する た め 、 定 住 自立 圏 構想 に 基づく 市 町 間 連 携 の 取組 や 、 
隣県 の 市 町 等 と 広域 で 連携 する 取組 が 行わ れ て いま す 。 

県 南 圏 域 に お ける 人 口 は 、 平成 29 年 (2017 年 ) 479, 881 人 (平成 27 年 (2015 年 ) 487, 549 人 ) 、 
対 27 年 対比 1.6% 減 少し て お り 、 ま た 、 老 年 人 口 割 合 は 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 32.99%% で 、 全 
県 の 31.79%% を 上 回 っ て いま す 。 

人 口 減少 や 少子 高齢 化 の 進行 に よる 地域 コミ ュ ニ ティ 機能 の 低下 や 担い 手 不足 が 懸念 さ 
れ て お り 、 持 続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り と コミ ュ ニ ティ を 支え る 人 材 の 育成 に 取り 組 
む 必 要 が あり ます 。 
地域 の 人 口 減少 傾向 が 進む 



























































で 、 市 町 と 連携 し た U・I ター ン の 対策 が 求め られ て いま す 。 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 国際 リニア コラ イダ ー (I LC) 関係 者 等 と 住民 が 共に 安心 し て 暮らせ る 環境 の 整備 
外国 人 研究 者 と その 家族 が 安心 し て 生活 で きる よう 、 居 住 環境 や 生活 に お ける 各種 手続 き 
の 円 消化 な どの 受入 態勢 整備 を 進め ます 。 
市 町 や 国際 交流 団体 と 連携 し な が ら 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 実現 後 の 地域 の 発 
展 イ メー ジ や 多様 な 文化 ・ 生 活 習 慣 の 違い に つい て 、 住 民 へ の 理解 促進 を 図り ます 。 
市 町 や 関係 団体 と の 連携 に より 、 住 民 へ の 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 普及 啓発 を 















































1 TLC:International Linear Collider (国際 リニア コラ イダ ー) OM, 全長 20 て 50km の 地下 トン ネル に 建設 され る 、 電 子 と 陽 電 
子 を 加速 、 衝 突 さ せ 質 量 の 起源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解明 を 目指 す 大 規模 施設 。 
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進め ます 。 











住民 等 に よる 
組 を 支援 する と と も に 、 



































市 町 や 県 の 














持続 的 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り と 人 材 育成 ・ 活 躍 支援 
自主 的 な 地域 課題 解決 の 取組 や 
区 域 を 越え た 広域 H 


也 域 協 働 に よる 





多様 な 文化 芸術 活動 を 生か し た 地域 づく り を 進め る た め 、 伝 統 文 化 





発信 や 文化 芸術 と 触れ 合う 機会 の 創出 に 取り 組み 3 
持続 可能 な 公共 交通 ネッ トワ ー ク を 形成 する た め 、 市 町 が 実施 する 地域 内 交通 の 利 























等 の 取組 を 支援 し ます 。 
地域 コミ 





ュ ニ ティ を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 住 
意識 啓発 の た め の つ な が り を 作る 場 を 提供 し 、 自 主 的 活動 を 支援 し 3 
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移住 ・ 定 住 の 促進 
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市 町 と 連携 し 、 移 住 ネ 











RRS fe 2 IEA CTH 




















要 
し まず 。 

















域 へ の 訪問 、 二 地域 居住 な どの 関係 人 





品 * の 拡大 を 





図り 、 





移住 ・ 定 住 











移住 者 が 安心 し て 移住 し 、 活 躍 で きる 環境 を 整備 する た め 、 市 町 と 














の 整備 に 取り 組み ます 。 


連携 


地域 づく り を 進め る f「 
な 課題 解決 の 取組 を 推進 し ます 。 
・ 民 俗 芸能 な どの 























町 の 取 








WA 






































民 や 地域 お こし 協力 隊 な どの 情報 
E す 。 





























促進 


交換 や 




















南 圏 域 の 魅力 を 発信 する こと に より 、 頻 繁 な 県 南 
に つなが る 取組 を 推進 

















し た サポ ー ト 体制 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
















































































































② 持続 的 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り と 
人 材 育 成 ・ 活 躍 支援 

目標 

・ 地 域 活性 化 イ ベン ト 等 に よる 事 
車 業 / 有 有 






































2019 2020 
2 2 
現状 値 は 2017 年 の 値 


























③ 移住 ・ 定 住 の 促進 

上 標 

・ 市 町 村 窓 
受付 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 
650 700 


現状 値 は 2017 年 の 値 




















・ 移 住 相談 会 等 に お ける 移住 相談 























2020 
700 


2021 
700 


2022 
700 










































































2 関係 人 分 の お 気に入り の 地域 に 週末 ご と に 通っ た り 、 顔 繁 に 通 
の 総称 。 







































































こ 2018 2019 2020 2021 2022 
① 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 関係 
者 等 と 住民 が 共に 安心 し て 暮らせ る 環 
—— 市 町 や 関係 団 体 | pee oP 
aa の 連携 体制 の 構築 | 人 | 
・ 医療 通訳 研修 会 修了 者 数 (人 ) [ 果 計 ] 
現状 値 2019 2020 2021 2022 TI LC セミ ナー の 実施 ) 
32 40 50 60 60 
現状 値 は 2017 年 の 値 
































地域 コミ ュ ニ ティ づく り ・ 地 域 公共 交通 
— 
先進 事例 研究 、 市 町 と の 事例 共有 

























































































































































地域 活 南 い わ て プロ ジェ クト 創出 ラボ の 開催 
性 化 你 課題 解決 に つなが る 事業 創出 > 
の 開催 
セミ ナ セミ ナー 開催 に よる 情報 発信 ae 
ー 開 催 

市 町 と 連携 し た 移住 相談 会 等 の 参加 Ly 
情報 交 先進 事例 情報 交換 会 の 開催 
換 会 の 一 = : ad 
開催 受入 サポ ー ト 体制 整備 
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わな く て も 何ら か の 














用 で その 地域 を 応援 する よう な 人 た ち 


県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(住民 ) | 
・ 国 際 リ ニア コラ イダ ー (1LC) 関係 者 等 の 受入 れ 

・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 参画 

・ 地 域 運営 組織 活動 へ の 参画 

・ 文 化 芸 術 活動 へ の 参画 

・ 公 共 交 通 の 積極 的 な 利用 

(団体 ・ 企 業 ) 

・ 国 際 リ ニア コラ イダ ー (1 LC) 普及 啓発 活動 へ の 協力 

・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 課題 解決 に 向け た 取組 の 実施 

・ 雇 用 の 場 の 提供 

・ 労 働 環 境 の 整備 

(市 町 ) 

・ 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 普及 啓発 活動 の 実施 
・ 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 関係 者 等 の 受入 熊 
・ 文 化 芸 術 活動 を 通じ た 地域 づく り の 推進 
・ 地 域内 公共 交通 を 確保 する 取組 の 実施 

| ・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 活性 化 、 担 い 手 育成 

| ・ 移 住 ・ 定 住 等 、 関 係 人 口 づ く り の 推進 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


I 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 


岩手 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 








地域 企業 の 技術 力 と 競争 力 の 向上 な ど に よる 一 層 の 産業 集積 の 推進 や 、 地 
域 の 伝統 産業 の 振興 を 図る と と も に 、 関 係 機関 や 団体 と の 連携 に より 、 圏 域 
の 産業 を 支え る 県 内 外 の 人 材 が 地域 に 定着 する よう 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 
着 の 取組 を 進め ます 。 





【 県 南 圏 域 重点 指標 】 





E 度 目標 値 























2020 
① も の づく り 関 連 分 野 ( 輸 : 
用 機械 、 半導体 製造 装置 
子 部 品 ・ デ バイ ス 等 ) er 














12.910 (2016) 13. 700 (2018) 14. 100 (2019) 14. 500 (2020) 14. 900 (2021) 





品 出荷 額 
② 東北 地域 も の づく り 関 連 
の 製造 品 出荷 額 に お け 12.6 2 | 13.5 018) | 14.0 219) | 14. 5 2020) 15. 0 (202 
県 南 地域 の シェ ア 
高卒 者 の 管内 就 


















































※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 
※2 指標 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 養 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 




















































































































重点 施策 項 具体 的 推進 方 策 
4 も の づく り 産 業 の 集積 を 進 |① 地域 企業 の 技術 力 向上 及び 技術 革新 を 含め た 生産 性 向 
め 、 競 省力 を 高め ます 上 の 支援 
② 自動 車 ・ 半 導体 関連 産業 へ の 一 層 の 参入 促進 及び 国際 リ 
































ニア コラ イダ ー (LLC) の 関連 技術 や 第 4 次 産業 革命 
(1 o TS) の 新 技術 を 活用 し た 取組 の 支援 

⑧ 伝統 産業 の 魅力 発信 

④ 産業 を 振興 する 道路 整備 の 推進 



























































! 第 4 次 産業 革命 : 人 工 知能 (A I) や I o 十 、 ロ ボッ ト な どの 1IT 技術 に よっ て 、 製 造 業 を 中 心 に 産業 構造 を 大 きく 転換 し よう 
と する 動き 。 
IoT : Internet of Things (モノ の イン ター ネッ ト ) の 略 。 様 々 な 「 モ ノ ( 物 )」 が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交換 する 
に より 相互 に 制御 する 仕組 み 。 
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重点 施策 項目 具体 的 推進 方 策 

















5 ライ フス タイ ル に 応じ た 新 人 材 確保 に 向け た 地域 企業 や 事業 所 の 魅力 向上 
































し い 働 き 方 が で きる 環境 づく 若者 の 職業 意識 、 地 元 志向 の 醸成 


























り と 人 材 育成 に よる 地元 定着 地域 企業 の 理解 促進 や 高校 生 の 資格 取得 文 援 





























を 促進 し ます 企業 を 支え る 人 材 の 育成 














OO 





移住 ・ 定 住 の 促進 (再掲 ) 
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II 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 


岩手 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 
4 も の づく り 産 業 の 集積 を 進め 、 競争 力 を 高め ます 








(基本 方 向 ) 

世界 に 通用 する 技術 力 ・ 競 争 力 を 持っ た も の づく り 産 業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 の た め 、 北 
上 川 流域 も の づく り ネ ットワーク "や 大 学 等 の 教育 機関 な ど と 連携 し 、 企 業 を けん 引 す る 能力 の 
高い 人 材 の 育成 の 取組 を 支援 し ます 。 

地域 企業 の 競争 力 強 化 を 図る た め 、 も の づく り 産 業 の 技術 力 の 強化 や QCD (品質 、 コ スト 、 
納期 ) 水準 の 向上 の 取組 を 支援 する と と も に 、 産業 の 更 な る 集積 を 図る た め 、 自 動車 や 半導体 関 
連 産 業 な ど へ の 新規 参入 や 取引 拡大 な どの 取組 を 進め ます 。 

新た な 産業 の 形成 や 生産 性 の 向上 を 図る た め 、 産学 官 連携 に より 国際 リニア コラ イダ ー(IL 
































C) の 関連 技術 や 第 4 次 産業 革命 (I o 工 等 ) の 新 技術 を 活用 し た 取組 を 支援 し ます 。 ま た 、 次 
世代 自動 車 関連 の 研究 開発 を 図る た め 、 高 度 技術 者 の 育成 の 取組 を 支援 し ます 。 

南部 鉄器 等 の 伝統 産業 の 振興 を 図る た め 、 若手 の 経営 者 や 工芸 家 等 の 育成 や 技術 の 継承 、 伝統 
の 技術 を 生か し た 新 商品 開発 の 支援 、 商品 カカ や ブラ ンド な どの 「 強 み 」 を 生か し た 販売 機会 の 創 




















出 や あら ゆる 機会 を 利用 し た 魅力 の 発信 に 取り 組み ます 。 
工業 製品 等 の 輸送 の 利便 性 を 向上 させ 産業 振興 を 支援 する た め 、 工 業 団地 が 集積 する 内 陵 部 と 
港湾 等 を 結ぶ 路線 な ど 、 物 流 の 基盤 と な る 道路 整備 を 推進 し ます 。 

















現状 と 課題 
も の づく り 産 業 分 野 に お いて は 、 自 動車 産業 を は じ め と し て 県 内 で 最も 工業 集積 が 進ん で 
お り 、 も の づく り 関 連 分 野 の 製造 品 出荷 額 が 県 全体 の 82.0%、 事 業 所 数 が 68.3%、 従 業 員 数 
が 74.7% を 占め 、 本 県 「 も の づく り 産 業 」 の けん 引 役 を 担っ て いま す 。 
県 内 立地 企業 の 地元 調達 率 は 十分 で は な いこ と か ら 、 地 域 企業 の 提案 力 (設計 開発 ) や 加 
工 対 応力 、 品 質 管理 能力 の 向上 な どの も の づく り 基 盤 技術 の 強化 や 、 地 域 に お ける サプライ 
チェ ー ン の 構築 が 求め られ て いま す 。 
・ 地域 企業 の 競争 力 強 化 を 図り な が ら 、 こ れ ま で の 自動 車 や 半導体 関連 産業 に 加え 、 産 学 官 
連携 に より 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 関連 技術 や 第 4 次 産業 革命 (I o TE) OF 
技術 を 活用 し た 取組 、 立 地 環境 や 交通 イン フラ の 整備 等 を 進め 、 も の づく り 基 盤 を 更に 強化 
OO 
penis KES SMM. BO ERA ROBMBITOW TIE, UAE, ETE 
タイ ル の 変化 等 a nn neni また 、 伝 統 産業 の 従事 者 
の 減少 や 高齢 化 が 進ん で いる こと か ら 、 若 手 の 工芸 家 や 職人 の 育成 を 図り 、 伝 統 産業 を 将来 































































































1 北上 川 流域 も の づく り ネ ットワーク : 北上 川 流域 を 中 心 と し た も の づく り 産 業 を 支え る 人 材 を 育成 する た め 、 平 成 18 年 (2006 年 
に 発足 し た 県 内 の 産業 界 ・ 教 育 界 ・ 行 政 機関 を 会 員 と する 連携 組織 。 
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に わた っ て 支え 継承 し て いく 人 づく り に 取り 組む 必要 が あり ます 。 

復興 道路 の 整備 が 進み 、 県 内 に 縦横 2 軸 の 高 規格 道路 ネッ トワ ー ク が 形成 され 、 ス マー ト 
イン ター チェ ンジ “や アク セス 道路 の 整備 も 進ん で いま す 。 こ れ ら の ネッ トワ ー ク を 生か し 、 
広域 的 な 物流 の 効率 化 や 生産 性 の 向上 に つなが る 道路 整備 が 求め られ て いま す 。 







































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 地域 企業 の 技術 力 向上 及び 技術 革新 を 含め た 生産 性 向上 の 支援 
企業 の 技術 者 層 を 対象 と し た QCD 能 力 向上 経営 者 及び 管理 者 層 を 対象 と し た マネ ジ メ 
ント 力 の 向上 の た め の 研 修 を 実施 する ほか 、 技 術 革 新 に よる 高度 技術 者 の 育成 な ど 企 業 の ニ 
ー ズ や や 課題 を 踏ま えた 研修 な ど を 実施 し 、 地 域 企業 の 競争 力 強 化 を 図り ます 。 
② 自動 車 ・ 半 導体 関連 産業 へ の 一 層 の 参入 促進 及び 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 関連 技 
術 や 第 4 次 産業 革命 (I oT 等 ) の 新 技術 を 活用 し た 取組 の 支援 
企業 間 の マッ チン グ や グル ー プ 化 に よる 共同 受注 な ど に 向け た 支援 を 通じ 、 自 動車 や 半 導 
林 関 連 産業 な どの 本 県 中 核 産 業 へ の 新規 参入 や 、 こ れ ら の 産業 に お ける 企業 間 の 取引 拡大 を 
図る と と も に 、 県 南 圏 域 の 完成 品 ュ ー カ ー な ど を 中 心 と し た サプライ チェ ー ン の 構築 に 取り 
組み ます 。 
産学 官 が 連携 し た 地域 企業 を 対象 と し た セミ ナー 開催 や 個別 支援 な ど に より 、 国 際 リ ニア 
コラ イダ ー (1I LC) の 関連 技術 や 第 4 次 産業 革命 (I o 工 等 ) の 新 技術 を 活用 し た 取組 及 
び 地 域 企 業 に よる 新 技術 の 導入 事例 の 横 展開 を 図り ます 。 
③ 伝統 産業 の 魅力 発信 
伝統 産業 を 支え る 若手 経営 者 や 工芸 家 、 職 人 の 育成 を 図る と と も に 、 伝 統 産業 に 関わ る 事 
業者 の ネッ トワ ー ク で ある 「 い わ て 県 南 エ リア 伝統 工芸 協議 会 」 の 活動 を 支援 し ます 。 
県 南 圏 域 に お ける も の づく り 現 場 を 見 学 ・ 体 験 で きる 「 オ ー プ ン フ ァ ク トリ ー 五 感 市 」 の 
開催 を 支援 し 、 こ れ ま で 築い て きた 商品 カカ や ブラ ンド の 強み を 生か し な が ら 販 路 の 拡大 や 新 
商品 開発 を 支援 する と と も に 、 伝 統 工 芸 の 魅力 発信 に 取り 組み ます 。 
④ 産業 を 振興 する 道路 整備 の 推進 
工業 団地 が 集積 する 内 陸 部 と 港湾 等 を 結ぶ アク セス 道路 な どの 広域 的 な 物流 の 効率 化 に つ 
な が る 道路 整備 や 内 陸 部 の 工業 ・ 物 流 団地 間 相 互 や イン ター チェ ンジ を 結び 、 生 産 性 の 向上 
に つなが る 道路 整備 を 推進 し ます 。 



















































































































































































































































































5 Sones 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 共 体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 地域 企業 の 技術 力 向 上 及び 技術 革新 
を 含め た 生産 性 向上 の 支援 

目標 

・ 生 産 管 理 関連 講座 受講 者 数 (人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
1,184 | 1,600 | 1,800 | 2,000 | 2,200 


現状 値 は 2017 年 の 値 









































































































































? スマート イン ター チェ ンジ : 高速 道路 の 本 線 や サー ビス エリ ア 、 パ ー キ ング エリ ア 、 バ スス トッ プ か ら 乗 り 隆 り で きる よう に 設 
置 さ れる イン ター チェ ンジ 。 ETC を 搭載 し た 車両 が 通行 可能 で あり 、 料 金 徴収 員 が 不要 と な る た め 、 簡 易 な 料金 所 の 設置 で 済 
む 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 




















~2018 2019 2020 2021 2022 
② 自動 車 ・ 半 導体 関連 産業 へ の 一 層 の 参 

入 促進 及び 国際 リニア コラ イダ ー (IL 

C) の 関連 技術 や 第 4 次 産業 革命 (I o = - 

T 等 ) の 新 技 術 を 活用 し た 取組 の 支援 【 サ プラ イチ ェ ー ン の 構築 】 














目標 

・ 管 内 も の づく り 企 業 の 新規 受注 件 数 (件 
at] 
現状 値 2019 2020 2021 2022 


















































168 240 310 345 
現状 値 は 2017 年 の 値 
③ 伝統 産業 の 魅力 発信 
























































































































































































































































目標 
A ヽ a on 
oe 先進 地 と | | 首都 圏 等 へ の 情報 発信 工場 見 学 等 の 通年 開催 
TT ae の ネッ トワ [PF の 強化 に よる 県 外 フ ァ に 向け た 体制 構築 と 工芸 P| 
ー ク 構築 ン の 拡大 士 等 の 人 材 育成 ・ 確 保 
4,000 | 6,000 | 8,000 | 10, 000 
3 天 全 は 2017 年 の 値 
産業 を 振興 する 道路 整備 の 推進 
上 標 
・ 物 流 の 基盤 と な る 道路 整備 延長 (m) 【累计 、 本 a 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 物流 の 基礎 と な る 道路 整備 の 推進 | 
0 1,250 | 9,470 | 14,880 | 15, 400 
現状 値 は 2017 年 の 値 














県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(企業 、 事 業者 等 ) 
・ 集 積 関連 産業 へ の 参入 、 取 引 拡 大 
・ 後 継 者 ・ も の づく り 人 材 の 育成 、 社 内 生産 体制 の 整備 、 産 業 支援 施策 の 積極 的 活用 
・ 伝 統 工芸 の 継承 、 新 商品 の 開発 、 販 路 拡大 な ど 
(教育 機関 、 産 業 支 援 機 関 ) 
・ 産 学 官 連携 に よる も の づく り 人 材 の 育成 
・ も の づく り 企 業 へ の 技術 力 強 化 支 援 、 産 業 支 援 機能 の 強化 
・ 伝 統 工 芸 実 習 等 へ の 学生 派遣 な ど 

( 国 ) 
・ 国 道 4 号 の 整備 な ど 

(市 町 ) 

・ 産 業 支援 機関 と の 連携 に よる 人 材 育成 

・ 企 業 誘致 活動 の 推進 

・ 企 業 立地 環境 の 整備 促進 、 各 種 優遇 制度 の 適用 

TN 





















































































































































































































































【 関 連 す る 計画 】 
・ 北 上 有川 流 城 地域 産業 7 








性 化 基本 計画 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~2021 年 度 ) 
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II 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 





岩手 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 





BM 5 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 
一 環境 づく り と 人 材 育 成 に よる 地元 定着 を 促進 し ます 


(基本 方 向 ) 

安定 的 な 雇用 の 確保 と 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 
を 促進 し 、 地 域 の 産業 人 材 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 を 図る た め 、 企 業 ・ 事 業 所 に お ける 働き 方 改革 や 
人 材 育成 の 取組 を 支援 し ます 。 

地域 企業 に つい て の 理解 促進 や 、 働 く こ と へ の 意識 醸成 の た め の 小 中 学生 を 対象 と し た キャ リ 
ア 教 育 を 実施 する と と も に 、 も の づく り 産 業 を 支え る 人 材 の 育成 に 向け た 高校 生か ら 社 会 人 まで 






































の 技術 及び 技能 の 向上 に 資す る 取組 を 実施 し ます 。 
また 、 高 校生 、 大 学生 、 教員 、 保 護 者 等 に 対す る 地域 企業 等 に つい て の 理解 促進 の 取組 と 魅力 


発信 を 行い 、 若 者 の 県 内 就職 を 促進 し ます 。 
多く の 人 が 活躍 で きる 社会 の 実現 と 人 材 確保 の た め 、 県 と 関係 機関 が 連携 し 、 あ ら ゆ る 働く 意 
欲 の ある 人 の 就業 促進 や 地元 定着 を 支援 する と と も に 、 県 外 か ら の 就職 希望 者 等 に 向け た 南 い わ 
て の 暮らし や 仕事 に つい て の 情報 発信 を 行い ます 。 












































現状 と 課題 
自動 車 ・ 半 導体 関連 の 活況 や 企業 立地 ・ 業 容 拡大 等 を 受け 、 平成 28 年 (2016 年 ) 5 月 以降 、 
県 南 圏 域 の 有効 求人 倍率 は 1 倍 を 超え て お り 、 多 く の 業 種 で 人 手 不 足 が 深 刻 化し て いま す 。 
新規 高卒 者 の 地域 企業 へ の 就職 率 は 微増 傾向 に あり ます が 、 生 徒 数 が 減少 傾向 に ある こと 
か ら 、 管 内 就職 率 の 向上 及び 離職 率 の 低減 の た め 、 地 域 企業 に 対す る 理解 を 深め る 必要 が あ 
り ま す 。 

地域 企業 が 新規 高卒 者 に 求め る 職業 意識 ・ 資 質 等 と 新規 高卒 者 の 実態 に 垂 離 が 見 られ る こ 
と か ら 、 職 業 意識 の 醸成 や 企業 ニー ズ に 対応 し た 人 材 を 育成 する 必要 が あり ます 。 

本 県 に お ける 平成 28 年 (2016 年 ) の 年 間 総実 労働 時 間 は 全国 平均 と 比較 し て 長く 、 年 次 有 
給 体 暇 取得 率 も 全国 平均 と 比較 し て 低い 状況 で あり 、 長 時 間 労 働 の 是正 、 仕 事 と 生活 の 両立 、 
多様 で 柔軟 な 働き 方 の 実現 等 の 働き 方 改革 の 取組 が 必要 で す 。 

本 県 に お ける 女性 の 有 業 率 及 び 育 児 中 の 女性 の 有 業 率 は 、 全 国 に 比べ 高い 状況 で す が 、 出 
産 や 育児 の た め 離 職 し た 者 の 割合 は 全国 平均 を 超え て お り 、 仕 事 と 子育て を 両立 で きる 労働 
環境 の 整備 が 必要 で す 。 

本 県 の 「 希 望 者 全員 が 65 歳 まで 働け る 企業 」 の 割合 は 87.5% で 全国 1 位 (平成 29 年 度 (2017 
年 度 )) CTA, 引き続き 、 働 く 意欲 の ある 高 年 齢 者 が 活躍 で きる よう な 雇用 ・ 就 業 環境 の 整 
備 が 必要 で す 。 

民間 企業 に お ける 障がい 者 の 実 雇用 率 (平成 29 年 (2017 年 ) 県 全体 ) は 、2.16% と な り 、 
2 年 連続 で 法定 雇用 率 (2.0%%) を 上 回 り ま し た が 、 平成 30 年 (2018 年 ) 4 月 か ら 法 定 雇用 率 
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が 2.29%% に 引き 上 げ ら れ 、 2021 年 4 月 まで に 更に 引上げ と な る こと か ら 、 引き続き 、 障がい 者 
の 雇用 機会 を 拡大 する 必要 が あり ます 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 人 材 確保 に 向け た 地域 企業 や 事業 所 の 魅力 向上 
雇用 の 質 の 向上 と 安定 的 な 雇用 を 拡充 する た め 、 正 規 雇用 の 拡大 や 長 時 間 労 働 の 是正 な ど 
の 働き 方 改革 の 取組 や 労働 条件 の 改善 等 に つい て 、 産 業 関係 団体 や 企業 に 要請 し ます 。 
仕事 と 子育て 、 介 護 等 と の 両立 や 年 齢 、 性 別 、 障 が い の 有 無 を 問わ ず 、 全 て の 人 が 働き や 
すい 環境 づく り を 推進 する た め 、 支 援 制度 や 認証 制度 等 の 周知 や 勉強 会 ・ セ ミナ ー 等 の 開催 
に より 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 や 仕事 と 生活 が 調和 し た 働き や すい 労働 環境 
の 整備 を 促進 し ます 。 
地域 企業 が 希望 する 人 材 を 確 保 する た め 、「 い わ て 県 南 広域 企業 ガイ ド 」 の 高等 学校 等 へ の 
設置 や ホー ムペ ー ジ で の 周知 に より 、 就 職 希 望 者 に 地域 企業 の きめ 細か な 情報 を 提供 し 、 企 
業 の 採用 活動 を 支援 し ます 。 
地域 企業 の 採用 力 向上 に 向け て 、 採 用 活動 に 役に立つ 手法 や 、 そ れ ぞ れ の 地域 企業 の 特色 
や 魅力 を 発信 する ノウ ハウ を 機会 を 提供 し て いき ます 。 
② 若者 の 職業 意識 、 地 元 志向 の 醸成 
事業 所 訪問 に よる 企業 情報 の 収集 や 、 就 職 後 の 新規 高卒 採用 事業 所 の 訪問 活動 等 に より 、 
新規 高卒 者 の 就職 や 職場 定着 を 支援 し ます 。 

人 材 育成 ・ 定 着 支援 貞 や 岩手 県 地域 産業 高度 化 支 援 セ ンタ ー と の 連携 に より 、 も の づく り 
産業 等 の 高度 な 技術 ・ 技 能 を 有する 人 材 の 育成 と 新卒 者 等 の も の づく り 企 業 へ の 就職 と 定着 
の 取組 を 強化 し ます 。 

就職 ガイ ダン ス や キャ リア 教育 サポ ー タ ー の 活用 な ど に よる 小 中 学 生 、 高 校生 向け の 出前 
授業 等 の キャ リア 教育 を 実施 し 、 若 者 の 職業 意識 の 醸成 を 図り ます 。 

り ・ 1 ターン 希望 者 に 、 移 住 ・ 定 住 イ ベン ト や けり ・ 1 ターン 相談 窓口 を 通じ て 地域 企業 の 
青 報 や 就職 に 役立つ 情報 を 関係 機関 と 連携 し て 提供 し ます 。 
③ 地域 企業 の 理解 促進 や 高校 生 の 資格 取得 支援 

・ 北上 川 流域 も の づく り ネ ットワーク に よる 企業 等 と の 連携 に より 、 小 中 学生 、 高 校生 、 教 
員 を 対象 と し た 地域 企業 の 工場 見 学 や 出前 授業 等 の 実施 を 支援 し 、 地 域 企 業 に つい て の 理解 
足 進 を 図り ます 。 

教員 を 対象 と し た 企業 見 学会 等 の 実施 や 保護 者 へ の 企業 情報 の 提供 に より 、 地 域 企業 に つ 

いて の 理解 促進 を 図り ます 。 
工業 高校 生 等 を 対象 と し た 実技 講習 等 の 支援 等 に より 資格 取得 を 支援 し 、 産 業 構造 の 変化 
等 に 対応 で きる 高い 能力 と 柔軟 性 を 持っ た 人 材 の 育成 を 図り ます 。 
も の づく り 分 野 を 中 心 に 、 イ ンタ ー ン シッ プ や 職場 研修 を 支援 し 、 体 系 的 な 知識 や ノウ ハ 
ウ の 薔 積 を 促し て 、 企 業 を 支え る 質 の 高い 人 材 の 育成 と 活用 を 図り ます 。 
④ 企業 を 支え る 人 材 の 育成 
地域 企業 の 生産 性 の 向上 を 目的 と し た 改善 活動 を 推進 する た め 、 勉 強 会 の 開催 や 専門 家 等 
に よる 取組 支援 を 行い 、 企 業 を 支え る 優れ た 人 材 の 育成 と 企業 力 の 向上 を 図り ます 。 
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© 移住 ・ 定 住 の 促進 (再掲 

市 町 と 連携 し 、 移 住 相談 会 等 を 通じ て 県 南 圏 域 の 魅力 を 発信 する こと に より 、 疾 繁 な 県 南 
叶 域 へ の 訪問 、 二 地域 居住 な どの 関係 人 口 ' の 拡大 を 図り 、 移 住 ・ oo 
し ます 。 
移住 者 が 安心 し て 移住 し 、 活 躍 で きる 環境 を 整備 する た め 、 市 町 と 連携 し た サポ ー ト 体制 
の 整備 に 取り 組み ます 。 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具 な 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 人 材 確保 に 向け た 地域 企業 や 事業 所 
の 魅力 向上 
H 標 eo 電 用 の 質 の 確保 、 働 き 方 改革 等 の 要請 活動 > 
・ い わ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 事業 所 数 
( 社 ) 【累计 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | oe 企業 の 働き 方 改革 の 取組 の 促進 し レー か | 
34 110 165 220 275 — a --—.f - |  —- “| — —¢ 
現状 値 は 2017 年 の 値 
@ 一 - 事業 所 訪問 を 通じ た 高齢 者 ・ 障 が い 者 雇用 の 働き か け | 
・ 企 業 ガ イド (サイ ト ) 閲覧 数 (回 ) 
| IYO OAM lk 026 いわ て 県 南 広域 企業 ガイ ド 等 に よる 情報 発信 
現状 値 は 2017 年 の 値 _ 
企業 の 採 a) Elz Fy 
企業 の 採用 力 向 上 に 向け た 取組 L 
優良 事例 の 横 展 開 
② 若者 の 職業 意識 、 地 元 志向 の 醸成 
AER | 学校 訪問 に よる 就職 相談 、 面 接 指導 > 
・ 学 校 を 会 場 と し た 企業 ガイ ダン ス 実 施 支援 回 
数 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | o- 新卒 者 雇用 事業 所 訪問 に よる 職場 定着 支援 > 
1 4 4 4 4 
RE AT — 小 中 高 生 の キャ リア 教育 の 推進 [> 
・ キ ャ リア 教育 支援 件 数 (件 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | 。 | U・1 タ ー ン 希望 者 へ の 情報 提供 
179 180 180 180 180 
現状 値 は 2017 年 の 値 
③ 地域 企業 の 理解 促進 や 高校 生 の 資格 
取得 支援 
H 標 
・ 小 中 高校 生 の 企業 見 学 ・ 出 前 授業 等 の 実施 回 
数 (回 ) e— 小 中 高 生 の 企業 見 学 ・ 出 前 授業 の 支援 > 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
82 80 80 80 80 
現状 値 は 2017 年 の 値 o— 教員 を 対象 と し た 企業 見 学会 の 実施 > 
・ 高 校生 の 技能 検定 合格 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 a eee acs 
400 400 400 400 400 | 高校 生 の 技能 実習 支援 imag 
現状 値 は 2017 年 の 値 



















































































! 関係 人 口 : 自分 の お 気に入り の 地域 に 週末 ご と に 通っ た り 、 上 顔 繁 に 通わ な く て も 何ら か の 形 で その 地域 を 応援 する よう な 人 た ち 
の 総称 。 
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~2018 2019 2020 2021 2022 
④ 企業 を 支え る 人 材 の 育成 
目標 
・ 改 善 関連 勉強 会 等 受講 者 数 (人 ) “信人 企業 の 改善 活動 促進 に 向け た 講座 等 の 実施 | 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
30 30 30 30 30 
現状 値 は 2017 年 の 値 o— 企業 の 改善 活動 等 の 支援 Ly 
© 移住 ・ 定 住 の 促進 (再掲 ) 
目標 セミ ナ セミ ナー 開催 に よる 情報 発信 
・ 市 町 村 窓口 ・ 移 住 相談 会 等 に お ける 移住 相談 区 | Cpa TO eg 
受付 数 (A) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | @9- 一 一 一 ーー 市 町 と 連携 し た 移住 相談 会 等 の 参加 Ly 
650 700 700 700 700 
EA 关 年 a0 os 
人 情報 交 E 進 事例 情報 交換 会 の 開催 


























換 会 の = 
開催 受入 サポ ー ト 体制 整備 






































RIO SR SA 
(企業 ・ 産 業 支援 機関 ・ 団 体 等 ) 

・ 安 定 的 な 雇用 
・ 働 き 方 改革 の 促進 
・ ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働 き 方 が で きる 環境 づく り | 
・ 企 業 等 に よる キャ リア 教育 支援 (イン ター ンシップ 、 職 場 見 学 等 の 受入 れ 、 出 前 授業 の 実施 | 
等) 

・ キ ャ リア 教育 サポ ー タ ー へ の 参加 

・ 技 術 力 向上 等 の 人 材 育成 の 推進 

| (公共 職業 安定 所 ) 

| ・ 求 職 者 へ の 職業 紹介 ・ 職 業 訓練 

| ・ 企 業 に お ける 雇用 ・ 労 働 林 境 整備 へ の 要請 

| ・ 高 校生 等 の 就職 支援 

| ・ 各 種 助成 制度 等 の 周知 

| ・ 離 職 者 等 の 生活 支援 (雇用 保険 ) 
















































































































































































・ キ ャ リア 教育 の 推進 
・ 地 元 産業 、 企 業 の 理解 促進 
・ 就 職 指導 (生徒 と 企業 の マッ チン グ ) 



































・ 企 業 に お ける 雇用 ・ 労 働 環 境 整 備 へ の 要請 

・ 離 職 者 や 求職 者 の 就業 ・ 生 活 支援 
| ・ 小 中 学校 生 を 対象 と する キャ リア 教育 の 充実 
| ・ 大 学生 の イン ター ンシップ や 企業 見 学会 の 支援 
| ・ 移 住 ・ 定 住 等 の 施策 の 実施 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


亚 世界 遺産 ee a 


彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 





観光 地域 づく ぐり 推進 法人 (DMO) な どの 関係 団体 と 連携 し 、 世界 遺産 「 平 
泉 の 文化 遺産 」 な どの 歴史 文化 や 食 文化 な どの 地域 の 上 魅力 を 発信 し 、 観 光 の 
振興 を 図る と と も に 、 国 内 外 か ら の 観光 和 客 や ビジ ネス 客 の 受入 れ の た め の ホ 
スピ タリ ティ "向上 の 取組 を 進め ます 。 


【 県 南 圏 域 重 点 指 標 】 





























① 県 南 圏 域 の 観光 入 込 客 数 
(延べ 人 数 ) 





1, 147. 4 1, 158. 5 ; ; 1, 168. 9 1,173.1 














② 食料 品 製造 出荷 額 円 837 (2016) 853 (2018) 861 (2019) 870 (2020) 879 (2021) 











③ 公立 文化 施設 に お ける 催 
事 数 

※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を ホ し て いま す 。 

※2 指標 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 


562 574 580 586 592 




























































































































































































重点 施策 項 具体 的 推進 方 策 
6 地域 の 魅力 の 発信 に よる 交 |① 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を 核 と し た 広域 的 な 周遊 ・ 
流 を 広げ ます 滞在 型 観 光 の 促進 
② 国内 外 か ら の 観光 客 、 Se IGT So 
の 研究 者 や ビジ ネス 客 等 入れ に 係る ホス ピタ リティ 
向上 











③ 教育 機関 や 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 関係 者 等 
と の 連携 に よる 海外 と の 相互 交流 の 推進 

④ 地域 と 連携 し た スポ ー ツ ツー リズ ム の 振興 

⑤ 観光 地 へ の アク セス 向上 や 地域 の 魅力 を 高め る た め の 

道路 整備 の 推進 





































































































! ホス ピタ リティ : 心から の お も て な し 。 
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7 食 産 業 の ネッ トワ ー ク を 活 |① 地域 食材 を 生か し た 魅力 的 な 地域 づく り の 支援 と 交流 
用 し 交流 人 口 の 拡大 を 図り ま | AA OPK 
す ② 国内 外 へ の 取引 拡大 の 推進 
③ 「 南 いわ て 食 産業 クラ スタ ー 形 成 ネ ットワーク 」 を 生か 
し た 企業 力 向 上 の 推進 
8 文化 芸術 を 生か し た 地域 づ |① 伝統 文化 ・ 民 俗 芸 能 ・ 伝 統 工 芸 等 の 魅力 発信 
くり を 進め ます ② 文化 芸術 と 触れ 合う 機会 の 創出 
③ 地域 の 文化 財 や 文化 芸術 活動 の 魅力 を 伝え る 人 材 の 育 
成 
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亚 世界 遺産 平泉 の 文化 遺産 」 を は じ め 


多彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 
6 地域 の 魅力 の 発信 に よる 交流 を 広げ ます 








(基本 方 向 ) 

世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め と する 歴史 ・ 文 化 や 自然 景観 の みな ら ず 、 食 、 伝統 工芸 、 
体験 な どの 多彩 な 地域 資源 を 総合 的 に 活用 し 、 広域 的 に 周遊 し 滞在 する 、 顧客 満足 度 の 高い 観光 
を 促進 する と と も に 、 地 域 消費 の 拡大 な ど を 通じ て 、 観 光 を 核 と し た 地域 づく り を 推進 し ます 。 
外国 人 観光 和 客 を は じ め 、 国内 外 か ら 多 く の 人 に 訪れ て も ら う た め 、 関係 機関 等 と 連携 し た 観光 
情報 の 発信 や 、 誘客 活動 を 推進 する と と も に 、 地域 を 訪れ る 国内 外 か ら の 観光 客 等 の 受入 態勢 を 
整備 し 、 ホ スピ タリ ティ の 向上 を 図り ます 。 
生涯 を 通じ て 身近 な 地域 で スポ ー ツ に 親しむ こと が で きる よう 、 地 域 資源 を 活用 し た スポ ー ツ 
振興 を 図る と と も に 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム を 通じ た 県 内 外 の 人 々 と の 交流 拡大 を 支援 し ます 。 
世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め と する 観光 地 へ の アク セス 向上 や ラグ ビー ワー ルド カッ 
プ 2019" 釜 石 開催 等 の 機会 を 捉え た イン バウ ンド に 対応 する た め 、 地 域 間 の 交流 ・ 連 携 の 基盤 と 
な る 道路 整備 を 推進 し ます 。 













































































































































































現状 と 課題 
平成 29 年 (2017 年 ) の 県 南 圏 域 の 観光 客 入 込 数 は 1, 147. 4 万 人 回 と 、 ほ ぼ 東 日 本 大 震 災 津 波 





























の 発 災 前 (平成 22 年 ) の 水準 に あり 横ばい で 推移 し て いま す 。 

一 方 、 宿 泊 者 数 は 185. 4 万 人 泊 と な っ て お り 、 平成 23 年 (2011 年 ) の 平泉 の 世界 遺産 登録 や 
東日本 大 震 災 津波 の 発 災 後 の 復興 吉 要 に より 一 時 増加 し まし た が 、 そ の 後 、 減 少 傾向 に あり 
ます 。 

その た め 、 周 遊 ・ 滞 在 型 の 観光 地 づ くり を 進め る と と も に 、 ビ ジネス 需要 の 取り 込み も 図 
る 必要 が あり ます 。 

外国 人 観光 客 は 県 南 圏 城 で も 入 込 数 は 増加 の 一 途 を た どっ て いる 一 方 で 、 一 部 の 市 町 で 外 
国人 宿泊 客数 が 伸び 悩ん で いま す 。 
その た め 、 入 込 の 約 6 割 を 占め る 台湾 や 近年 増加 が 著しい 東 ア ジア ・ 豪 州 を は じ め と し た 
地域 か ら の 誘客 を 拡大 する と と も に 、 滞 在 を 促す 取組 を 進め る 必要 が あり ます 。 

「 平 泉 の 文化 遺産 」 は 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 6 月 に 世界 文化 遺産 と し て 登録 され 、 毎 年 多 
く の 和 観光 客 が 訪れ て いま す が 、 日 帰り 観光 客 が 大 勢 を 占め て いる こと か ら 、 平 泉 に お ける 滞 
在 型 観 光 に 向け た 取組 を 支援 する と と も に 、 平 泉 を 核 と し た 広域 的 な 周遊 ・ 滞 在 型 観 光 を 推 
進 す る 必要 が あり ます 。 

三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 や ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019『、 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ 
パラ リン ピッ ク 競 技 大 会 等 の 開催 の 機会 を 捉え て 、 国 内 外 の 誘客 ・ 交 流 等 の 取組 を 進め る と 
と も に 、 受 入 熊 勢 の 整備 や ホス ピタ リティ の 向上 を 図る 必要 が あり ます 。 
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県 南 広域 圏 マ ラ ソ ン 等 連携 事業 に より 、 県 南 圏 域 一 体 と な っ た スポ ー ツ 振興 が 推進 され て 



































お り 、 交 流 人 口 の 一 層 の 拡大 を 図る た め に 、 市 町 が 持つ 多様 な スポ ー ツ 資源 を 活用 し た 取組 








を 推進 する 必要 が あり ます 。 
ホー ムペ ー ジ や ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス (SNS!) な ど を 通じ て 観光 情 
報 を 収集 ・ 発 信 す る 人 の 割合 が 増加 し て いる こと か ら 、 そ れ ら の ツー ル を 活用 し た 地域 の 魅 





力 の 発信 ・ 拡 散 機能 を 9 























測 化 する 必要 が あり ます 。 



































国内 人 口 が 減少 する 











「、 高 齢 者 、 障 が い 者 、 乳 幼児 連れ 家族 な ど を 新た な 客層 と し て 取り 

















込む こと が で きる よう 環境 整備 を 推進 する 必要 が あり ます 。 

















平成 30 年 (2018 年 ) 4 月 に 一 般 社団 法人 世界 遺産 平泉 ・ 一 関 DMO* が 設立 され た ほか 、 


























野市 に お いて も 遠 還る お PO が PHP の の な どの 
る 体制 構築 の 機運 が 高まっ て いる こと か ら 、 和 観光 事業 者 の みな ら ず 、 関 係 事業 者 や 住民 が 一 
体 と な っ た 官民 連携 に よる 観光 地域 づく り を 進め る 必要 が あり ます 。 

宮古 ・ 室 蘭 フ ェ リ ー の 就航 、 東 北 横断 自動 車道 釜石 秋田 線 や スマ ー ト イン ター チェ ンジ の 
整備 な どの 交通 イン フラ の 整備 や 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 な 
ど 、 交 通 ネ ットワーク の 整備 が 進ん で いま す 。 県 南 圏 域 で は 、 主 要 な 観光 地 が 点 在 する こと 































































































































































































か ら 、 道 路 な どの 社会 資本 整備 の 推進 と と も に 、 空 港 や 駅 か ら の 二 次 交通 の 確保 が 求め られ 




















Eas a 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を 核 と し た 広域 的 な 周遊 ・ 滞 在 型 観光 の 促進 





世界 遺産 「 平 泉 の 文 1 


更 ・ 文 化 、 自 然 な どの 観光 資源 の 磨き 上 げ や 地域 食材 を 生か し た 食 や 体験 メニ ュー の 提供 、 





遺産 」 の 価値 を 引き 続き 発信 する と と も に 、 県 南 圏 域 な ら で は の 歴 




















民泊 等 に よる 多様 な 宿泊 ニー ズ へ の 対応 な ど を 通じ て 贈 域 全体 の 魅力 を 高め 、 平 泉 を 核 と し 

















て 広域 的 に 周遊 し 滞在 する 観光 を 他 圏 城 も 視野 に 入れ て 促進 し ます 。 


























向上 を 図り ます 。 























また 、 平 泉 世界 遺産 の PR キャ ラク ター「 ケ ロ 平 」 を 活用 し 、 平 泉 及び 県 南 圏 域 の 認知 度 














外国 人 観光 客 に 好ま れる 観光 資源 の 把握 を 行い 、 外 国人 視点 で の 情報 発信 ・ 拡 散 を 行う と 
と も に 、 地 域 文化 の 理解 促進 に 向け た 体験 型 観 光 コ ン テ ン ツ の 磨き 上 げ を 行い 、 外 国人 観光 
客 の 誘客 に 向け た 取組 を 更に 推進 し ます 。 


県 南 圏 域 に 立地 する 診 























謙 致 企業 の 本 社 が 多い 中 京 園 等 と の つなが り を 生か し 、 治 岸 を は じ め 














と し た 隣接 する 圏 城 と 協力 し 、 本 県 で の 企業 等 研修 の 実施 や 市 民 レ ベル で の 交流 を 促進 する 





と と も に 、 ビ ジネス 客 に 
世界 遺産 「 平 泉 の 文 イ 








に よる 観光 消費 の 拡大 を 図り ます 。 




















遺産 」 の 存在 や 沿岸 地域 と の 結節 点 に 位置 する と いう 地理 条件 を 生 




















か し 、 沿 岸 を は じ め と し た 障 接 する 岡城 と も 連携 し て 、 北 海道 や 関東 な どか ら の 教育 旅行 の 









































mee RY. SE じ て 、 子 ども た ちの 「 生 きる 力 」 を 滴 養 する と と も に 














将来 の リピ ー タ ー 獲 





つなげ て いき ます 。 





eee es 一 関 DMO や 遠野 市 観光 推進 協議 会 な ど 、 観 光 事 業者 の みな 














1 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構 











築 で きる スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 
2 DMO : Destination Marketing/M 








の Web サー ビス の 総称 。 











光 地 の 一 体 的 な が プラ ンド づく り 等 を 


anagement Organization の 略 。 観 光 地 域 づ くり 推進 法人 。 様々 な 地域 資源 を 組み 合わ せ た 観 
了 域 で 主体 と な っ て 行う 観光 地 づ くり の 推進 主体 。 
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ら ず 、 文 化 、 食 産業 、 農 業 、 交 通 等 の 関係 団体 が 一 体 と な っ た 観光 地域 づく り の 取組 を 支援 
Ley, 
いわ て 花巻 空港 東北 新幹線 、 東 北 自動 車道 な どの 高速 交通 網 の 整備 や 仙台 空港 と の 近接 
な どの 優位 性 を 生か し 、 仙 台 や 松島 方 面 に 来訪 し た 観光 客 も 視野 に 入れ た 誘客 を 促進 し ます 。 
また 、 空 港 や 駅 か ら 観 光 地 へ の アク セス を 確保 する た め 、 バ ス や タク シー に 加え 、 レ ンタ 
カー や レン タ サ イク ル な ども 含め た 二 次 交通 の 整備 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
② 国内 外 か ら の 観光 客 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (I LC) の 研究 者 や ビジ ネス 客 等 の 受入 れ に 
係る ホス ピタ リティ 向上 
今後 ます ます 増加 する こと が 予想 され る 外国 人 観光 客 の 受入 れ 等 に 対応 する た め 、 管 内 市 
町 や 関係 機関 と も 役割 分 担 と 連携 を 図り な が ら 、 セ ミナ ー の 開催 等 を 通じ て 、 ioe 
ィ の 向上 を 図る と と も に 、 外 国人 観光 客 の 受入 れ に 対応 で きる 知識 や スキ ル を 身 に 付け た 観 



























































































































































































































































光 人 材 を 育成 し ます 。 
国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 研究 者 、 A Ne 
こ 移動 、 滞 在 、 観 光 す る こと が で きる よう 、 和 観光 ・ 和 宿泊 施設 、 飲 食 店 に お ける 無料 公衆 無線 





























LAN や トイ レ の 洋式 化 の 整備 、 多 言語 RN 
観光 案内 所 の 充実 、 手 ぶら 観光 の 取組 な どの 受入 環境 整備 を 支援 し ます 。 
高齢 者 や 障がい の ある 方 、 乳 幼児 連れ 家族 な ど が 観光 を 楽し め る よう 、 ハ ー ド ・ ソ フト 両 
AI D> OSE A He AE i XO ET. 
③ 教育 機関 や 国際 リニア コラ イダ ー (1LC) の 関係 者 等 と の 連携 に よる 海外 と の 相互 交流 の 
推進 
県 内 の 中 高生 の 国際 感覚 の 醸成 と 将来 的 な 交流 人 口 の 拡大 を 目的 に 、 関 係 機関 と 連携 し た 
教育 旅行 現地 商 数 会 へ の 参 加 や 学校 訪問 に より 、 台 湾 か ら の 教育 旅行 を 誘致 する と と も に 
相互 交流 の 促進 を 図り ます 。 
いわ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 利用 促進 に 向け た アウ トバ ウン ド の 推進 
を 図る た め 、 台 湾 の 観光 情報 の 発信 に よる 訪 台 促進 や ビジ ネス 利用 の 拡大 に 向け た 働き か け 
を 行い ます 。 
外国 人 研究 者 と その 家族 が 安心 し て 生活 で きる よう 、 居 住 環 境 や 生活 に お ける 各種 手続 き 
の 円 消化 な どの 受入 態勢 整備 を 進め ます 。 
市 町 や 国際 交流 団体 と 連携 し な が ら 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 実現 後 の 地 域 の 発 
展 イ メー ジ や 多様 な 文化 ・ 生 活 習 慣 の 違い に つい て 、 住 民 へ の 理解 促進 を 図り ます 。 
④ 地域 と 連携 し た スポ ー ツ ツー リズ ム の 振興 
地域 の 施設 や 豊か な 自然 を 生か し た スポ ー ツ 資源 と 、 マ ラ ソ ン 、 サ イク リン グ 、SUP*、 
スキ ー 及 び カ ヌー な どの スポ ー ツ アク ティ ビ テ ィ を 組み 合わ せ 、 地 域 の 魅力 を 体感 する スポ 
ー ツ ツー リズ ム の 支援 を 図る と と も に 、 地 域 の 魅力 を 国内 外 に 発信 し ます 。 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 和 釜石 開催 や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 
会 の キャ ンプ 地 や ホス ト タ ウ ン と その 関係 国 と の 市 町 に お ける 交流 を 支援 する と と も に 、 各 
大 会 の レガ シー を 継承 し 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム * の 拡充 に 取り 組み ます 。 























































































































































































































































































































3 SUP : スタ ンド アッ プ パ ドル ・ サ ー フ ィ ン (Stand up paddle surfing) の 略称 。 浮 力 の 強い サー フ ボ ー ド に 立ち 、 パ ドル (Fs) 

Cl CARY 
4 スポ ー ツ ツー リズ ム : スポ ー ツ を 目的 と し た 旅行 その も の に 加え 、 多 目的 な 旅行 者 に 対す る 旅行 先 の 地域 で も 主体 的 に スポ ー ツ 
に 親 し か こと の で きる 環境 の 整備 、 国 際 競 技 大 会 の 招致 ・ 開 催 、 合 宿 招 致 等 を 包含 し た 、 複 合 的 で これ まで に な い 「 豊 か な 旅行 ス 
タイ ル の 創造 」 を 目指 す も の 。 
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教育 研究 機関 等 と 連携 し 、 県 南 圏 域 の 人 材 や 、 施 設 ・ 設 備 等 の スポ ー ツ 資源 を 活用 し た ス 
i 
県 南 広域 圏 マ ラン ソン 等 連携 事業 を 通 NN tl 
を 生か し 、 県 南 圏 域 が 一 体 と な っ た スポ ー ツ に よる 地域 の 魅力 づく り を 支援 し ます 。 
⑤ ee eae nek 
高 規格 道路 等 を 有効 に 活用 し 、 県 内 各地 の 観光 地 を 周遊 する 道路 の 整備 を 推進 し ます 。 
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5 LER ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具 Ate 
RDNA 1) SL RBS HEE 73 Fe ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
① 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を 核 と し - 
た 広域 的 な 周遊 ・ 滞 在 型 観光 の 促進 関係 機関 と 連携 し た 平泉 へ の 誘 ||| EME | | 誘客 
標 客 促進 站 局 年 促进 | 
・ 平 泉町 、 一 関 市 及び 奥州 市 の 観光 入 込 客数 
(延べ 人 数 ) 万 人 回 ) モデ ル 地 区 で の 食 と 観光 の 連携 了 域 へ の 事業 展開 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 et TRAC SORE 
567.5 580. 8 587.8 593. 9 600. 2 
現状 地 は 2017 年 の 値 - - 訪日 外国 人 ニー ズ に 
訪日 外国 人 視点 で の 情報 発信 ・ 拡 合わ せ た 情 報 発信 強 
散 及 び ニ ー ズ 把握 化 、 観 光 地 資源 の 磨 | | 
き 上 げ 
研修 - 
誘致 企業 研修 の 定着 Lp 
中 京 美 か ら の 誘客 促進 、 市 民 レ ベル で の 交流 促進 Lp 
関係 機 教育 旅行 の 受入 態 将 ・ 窓 口 の 整備 | | 地域 団 
関 と の HH モデ ルコ ー ス の 作成 ・ 提 案 门 ACO 広 | 
連携 強 受入 支 






































② 国内 外 か ら の 観光 客 、 国 際 リ ニア コラ eRe Sar ae 
イダ ー (1 LC) の 研究 者 や ビジ ネス 客 ミナ 開催 等 を 通じ た 訪 外国 人 受入 れ に 向け た 人 — 

















































































































































































































































































































































































































































































































= 材 育成 
等 の 受入 れ に 係る ホス ピタ リティ 向上 | | | | 
目標 = し 5 aie 
eS 国人 受入 環 無料 公衆 無線 L AN、 ト イレ 洋式 
・ 県南 圏 城 で の 宿泊 者 数 (万 人 泊 ) OE ane ee ta 
: 化 、 多 言語 表示 等 ) の 推進 
現状 値 | 2019 2020 2021 
185.4 | 189.6 | 192.2 | 193.4 
現状 値 は 2017 年 の 値 セミ ナー 開催 等 を 通じ し た 新た な 客層 に 向け た 受入 環境 
づく り の 促進 
乳幼児 連 
れ 和 観光 先 
進 地 調査 
③ 教育 機関 や 国際 リニア コラ イダ ー (1 
LC) の 関係 者 等 と の 連携 に よる 海外 
と の 相互 交流 の 推進 
目標 ig ds 学校 訪問 等 台湾 か ら の 教育 旅行 の 受入 れ に 
・ 県 南 圏 域 で の 外国 人 宿泊 者 数 (万 人 泊 ) こよ る 相互 交流 促進 係る 支援 a 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
6.4 9.5 11.5 12.2 13.0 DMO 等 と 連携 し た モニ ター ツア ー、 商 談 会 参加 等 に よ 
現状 値 は 2017 年 の 値 る 外国 人 誘客 促進 Fo 
台湾 の 観光 情報 発信 、 ビ ジネス 利用 の 働き か け 等 に よる 
アウ トバ ウン ド 促 進 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


目 が ska te HES 
FRASER DAD RR BSS HE IE 77 ~2018 2019 2020 2021 2022 


④ 地域 と 連携 し た スポ ー ツ ツー リズ ム 






































の 振興 Sa 
+f アク テイ ビア イィ 情報 の | | Ratti + 





・ ス ポー ツ 施 設 入場 者 数 (万 人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 





リ パ ラ 向け ) 


















































338 338 338 338 338 サイ クリ ング ・ ウ ォ ー キ 隊 
現状 値 は 2017 年 の 値 ング 等 の 新 モ デル コー ス Bit A 
































の 構築 1 利用 促進 | 














⑤ 観光 地 へ の アク セス 向上 や 地域 の 魅 
力 を 高め る た め の 道 路 整 備 の 推進 

目標 

・ 観 光 地 へ の アク セス 道路 整備 延長 (m) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
0 1,250 | 9,470 | 11,910 | 15,910 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































主要 な 観光 地 へ の アク セス 道路 整備 の 推進 三世 






































































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


(商工 団体 、 観 光 事業 者 等 ) 

・ ホ スピ タリ ティ 向上 、 受 入 態勢 の 整備 
| ・ 観 光 資 源 の 磨き 上 げ 、 食 や 体験 メニ ュー の 開発 ・ 提 供 
| ・ 地 域 資 源 を 活用 し た 旅行 商品 の 人 造成 

| ・ 情 報 発信 力 の 強化 

| ・ ス ポー ツ へ の 参加 機会 の 提供 "な ど 

| (市 町 、 観 光 協会 、DMO) 

| ・ 地 域 の 観光 戦略 の 策定 ・ マ ネジ メン ト 
| ・「 平 泉 の 文化 遺産 」 の 保存 ・ 活 用 推進 

・ 各 取組 主体 相互 の 連携 ・ 協 働 の コー ディ ネイ ト 




















































































































・ 受 入 態 勢 の 整備 
・ 市 町 道 や スマ ー ト イン ター チェ ンジ の 整備 
TA 


























o 


WY A EO BC 
・ 住 民 の スポ ー ツ 活動 へ の 参加 促進 な ど 
( 国 ) 


























・ 国 道 4 号 の 整備 な ど 



























































关 j IE 
・ み ちの く 岩 手 和 観光 立 県 第 3 期 基本 計画 (計画 期間 2019 年 度 て 2023 年 度 ) 

| ・ い わ て 国際 戦略 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~2021 年 度 ) 
| ・ 岩 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 2023 年 度 ) 













































































Du Du 
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亚 te Rie BE! SF ROSE ISIS 


多彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 








BE 7 食 産業 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 
一 交流 人 口 の 拡大 を 図り ます 


(基本 方 向 ) 
「 食 と 観光 」 の 連携 に より 、 地 域 の 魅力 向上 を 図り 、 交 流 人 口 の 増加 を 促進 し ます 。 
国内 外 で の 取引 拡大 に 向け 、 各 マ ー ケ ッ ト で の 販売 活動 に 加え 、 地域 食材 の 地域 内 流通 や 消費 











者 の ニー ズ に 応じ た 販売 方 法 に 取り 組む 企業 へ の 支援 を 推進 し ます 。 
競争 力 向上 の た め 、 南 いわ て 食 産業 クラ スタ ー 形 成 ネ ットワーク を 活用 し た 企業 の 連携 ビジ 
ネス の 創出 や 人 材 育 成 を 推進 し ます 。 




















現状 と 課題 
県 南 圏 城 で は 、 一 次 産業 と 二 次 ・ 三 次 産業 と の 連携 を 目指 し 、 産 学 官 等 か ら な る 「 南 いわ 
て 食 産 業 ク ラス ター 形成 ネッ トワ ー ク 」 が 組織 され 、 そ の 会 員数 は 平成 20 年度 (2008 年 度 ) 
の 設立 時 87 か ら 現 在 は 360 を 超え て お り 、 今 後 、 会 員 相 互 の 連携 に よる 取組 の 更 な る 活発 化 が 
期待 され ます 。 

県 全体 の 食品 製造 業 に お いて 、 県 南 圏 域 の 事業 所 数 の 割合 は 33%、 従業 員数 の 割合 は 31%、 
出荷 額 の 割合 は 239%% (平成 28 年 度 (2016 年 度 ) 837 億 円 ) を 占め 、 他 疾 域 に 比べ 事業 規模 が 
小さ く 、 全 国 展開 し て いる 中 核 企 業 が 少な いた め 、 企 業 力 向上 や 販路 拡大 の た め の 取 組 が 必 
要 で す 。 

イン ター ネッ ト 通 販 な どの 直接 販売 の 市 場 規模 は 拡大 傾向 に あり 、 直 接 取引 に 取り 組む 事 
業者 の 拡大 が 期待 され て いま す 。 

イン ター ネッ ト 通 販 の 急 成長 に よる 荷物 取扱 量 の 増大 等 に より 、 物 流 大 手 の 運賃 が 値 上 が 
り 傾向 に あり 、 混 載 等 に よる 食品 物流 の 効率 化 に 向け た 取組 が 期待 され て いま す 。 

ホー ムペ ー ジ や SNS に よる 情報 発信 の 手法 が 一 般 化 する 中 、 県 南 圏 域 で 取り 組ん で いる 
事業 者 は 一 部 に 限ら れ て いる こと か ら 、 企 業 に お ける 情報 発信 スキ ル を 持っ た 人 材 の 育成 が 
必要 で す 。 
県 内 や 仙台 、 名 古屋 、 東 京 、 大 阪 、 台 湾 で の 販路 拡大 に 取り 組ん で お り 、 こ れ ら の 取組 を 
更に 拡大 し て いく 必要 が あり ます 。 
特に 、 人 日 減 少 に よる 国内 マー ケッ ト の 縮小 を 踏ま えた 海外 市 場 の 獲得 に 向け 、 各 市 場 の 
ニー ズ に 応じ た 輸出 の 取組 を 推進 する 必要 が あり ます 。 

県 南 圏 域内 に は 、 行 政 と 民間 が 一 体 と な っ て 地元 の 食 文化 を 生か し た 商品 開発 や 誘客 活動 
に 取り 組ん で いる 地域 が あり 、 取 組 の 波及 が 期待 され ます 。 













































































































































































1 南 い わ て 食 産業 クラ スタ ー 形 成 ネ ットワーク : 県 南 圏 域 に お いて 、 食 に 関わ る 農業 生産 法人 等 生産 者 、 食 品 企業 、 大 学 等 試験 f 
究 機 関 、 行 政 及 び 商 工 会 議 所 、 J A 等 関係 機関 、 金 融 機関 が 、 戦 略 的 な 連携 を 進め る た め 、 平 成 19 年 (2007 年 ) に 設立 され た ネ 
ットワーク 組織 。 
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県 南 圏 域 に は 、 世 界 遺 産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 な ど 県 を 代表 する 観光 スポ ッ ト が あり 、 三 陸 
防災 復興 プロ ジェ クト 2019 や ラク ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 、 東 京 2020 オ リン ピッ 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク な どの 機会 を 通じ て 、 今 後 、 国 内 外 か ら 多 く の 方 が 県 南 圏 域内 を 訪れ る 
こと か ら 、 こ うし た 機会 を 捉え た 滞在 時 の 買物 需要 の 取り 込み が 求め られ ます 。 

全て の 食品 等 事業 者 に 対し 、 一 般 衛 生 管理 に 加え 、HACCP に 沿っ た 衛生 管理 の 実施 が 
制度 化 さ れ た こと か ら 、 そ の 導入 を 支援 する こと が 必要 で す 。 

















































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 地域 食材 を 生か し た 魅力 的 な 地域 づく り の 支援 と 交流 人 口 の 拡大 
交流 人 口 の 増加 に よる 地域 へ の 経済 効果 の 拡大 を 図る た め 、 地域 の 飲食 店 等 と 一 体 と な り 、 
地域 の 特色 ある 食材 を 切り 口 と し た 体験 型 の イベ ント 開催 や 観光 地 と 連携 し た 情報 発信 等 に 
取り 組む な ど 、 食 と 観光 の 連携 に よる 地域 の 魅力 向上 を 図り ます 。 
世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 へ の 観光 客 を は じ め 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 や ラ 
クビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" SARE, 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク を 契機 と し 
た 国内 外 か ら の 来訪 者 を 対象 と し た 、 魅 力 あ る 土産 品 や メニ ュー の 開発 を 支援 し ます 。 
訪日 外国 人 に 対す る 日 本 の 食 文化 、 食 習慣 の 理解 促進 を 図る と と も に 、 地 域 の 飲食 店 に よ 
る お も て な し 力 向上 の 取組 を 支援 し ます 。 
② 国内 外 へ の 取引 拡大 の 推進 
地域 食材 の 輸出 拡大 を 図る た め 、 海 外 市 場 へ の 展開 に 意欲 を 持つ 事業 者 を 対象 と し た 商談 
スキ ル の 向上 支援 な ど に より 、 輸 出 に 取り 組む 事業 者 の 拡大 を 促進 し ます 。 
地域 の 農産 物 や その 加工 食品 等 に つい て 、 県 全体 で 取り 組ん で いる 県 内 、 仙 台 、 東 京 、 名 
古屋 、 大 阪 で の 商談 会 を 活用 し た 販路 開拓 に 加え 、 管 内 も の づく り 企 業 と の つなが り が 深い 
京 園 に お ける 社員 食堂 で の 食材 ・ メ ニュ ー 提 供 や 、 近 隣 商圏 で ある 仙台 圏 で の 大 手 卸売 企 
業 主 催 展示 会 へ の 出展 等 に より 、 地 域 食 材 の 取引 拡大 を 促進 し ます 。 
地域 食材 の 県 南 圏 域内 で の 取引 拡大 を 図る た め 、 事 業者 が 連携 し て 既存 の 物流 網 等 を 活用 
し た 地域 内 流通 網 を 構築 し 、 混 載 に よる 流通 費 の 低減 を 図る 取組 を 支援 し ます 。 
イン ター ネッ ト 通 販 等 に よる 直接 販売 の 取組 を 拡大 する た め 、 事 業者 の 通販 サイ ト の 構 
及び 運用 の スキ ル 向 上 支援 な ど に より 、 直 接 販売 に 取り 組む 事業 者 の 拡大 を 促進 し ます 。 
地域 の 農 畜 産物 の 取引 拡大 を 図る た め 、 農 畜産 物 の 種類 や 出荷 時 期 、 生 産 量 等 の 情報 を 集 
約 し 、 食 品 卸売 業 や 飲食 業 等 の ニー ズ に 応じ た 食材 提案 に 係る 取組 を 推進 し ます 。 
③ 「 南 いわ て 食 産 業 ク ラス ター 形成 ネッ トワ ー ク 」 を 生か し た 企業 力 向上 の 推進 
県 南 圏 域 の 食 産業 振興 の 基盤 と し て 、 地 域 の 生産 者 、 食 品 企業 、 地 域 商社 、 高 校 ・ 大 学 ・ 
試験 研究 機関 、 金 融 機 関 、 行 政 機関 等 に よる 連携 体制 の より 一 層 の 充実 を 促し ます 。 
県 内 外 の 食 産 業 の ネッ トワ ー ク と 連携 し 、 事 業者 が お 互い の 経営 資源 を 活用 し 、 製 造 、 開 
発 、 販 売 等 に 共同 で 取り 組む 連携 ビジ ネス 創出 の 推進 体制 を 強化 し 、 付 加 価値 や 生産 性 を 高 
め 、 企 業 力 強 化 を 図り ます 。 
事業 者 へ の 専門 家 派 遣 等 に より 、 情 報 発信 力 の 強化 や 生産 性 向上 な ど 経 営 課題 の 解決 等 に 
向け た 取組 を 支援 し ます 。 
研修 会 等 の 実施 等 に より 、 事業 者 の HACCP に 沿っ た 衛生 管理 体制 の 導入 を 支援 し ます 。 
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4] 





県 が 取 り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 地域 食材 を 生か し た 魅力 的 な 地域 づ 
くり の 支援 と 交流 人 口 の 拡大 モデ ル 地 区 で の 食 と 観光 に よ 他 地 域 で の 地域 づ 
AER る 地域 づく り くり の 展開 
・ 地 産地 消 イ ベン ト 参 加 人 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
ー 14, 400 | 19, 200 | 24, 000 | 28, 800 大 型 イ ベン ト を 契機 と し た 土 土産 品 等 の 販路 Ly 
Be Et Ae & Ae 拉 4 
現状 値 は 2017 年 の 値 JAB SF の 開発 等 支援 拡大 を 支援 
② 国内 外 へ の 取引 拡大 の 推進 DE eee 
Ate ee ea 支援 対象 の 拡大 | 
・ 商 談 会 で の 取引 成立 件 数 
現状 値 | 2019 2020 ee 
ae 輸出 に 取組 む 事 業者 の 拡大 トー イー 海外 市 場 で の 販 b> 
99 105 110 路 開 拓 を 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 




























































































we DK) 事 3 yas 7 
i NN 既存 物流 網 の 活用 支援 py 
況 調査 

イン ター ネッ ト 通 0 ー ー 

販 等 に 取り 組む 人 | 直接 販売 の 取組 支援 > 
材 育成 


























③ 「 南 いわ て 食 産業 ク ラス ター 形成 ネッ 
トワ ー ク 」 を 生か し た 企業 力 向上 の 推進 





















































































































































































































































_ 食 産業 ネッ トワ ー ク 活動 の 推進 一 
・ 企 業 間 連 携 プ ロジ ェクト 支援 件 数 (件 ) 【累计 

現状 値 2019 2020 2021 2022 事業 者 開 連 携 に よる ビジ ネス 創出 の 推進 Ly 

12 17 19 
現状 値 は 2017 年 の 値 専門 家 に よる 事業 者 へ の 支援 >| 
・ ネ ットワーク 組織 参加 団体 ena as ites 

WE EF ( こ 生 管 林 制 整備 へ の — 

ee oa 1 000 修 会 開催 等 に よる 衛 体制 整備 i 

364 390 
現状 値 は 2017 年 の 1 








rT 商工 関係 団体 等 
・ 食 産業 ネッ トワ ー ク へ の 参画 

・ 情 報 発信 の 強化 、 商 品 ブ ラン ド の 確立 

・ 相 談 会 ・ 研 修 会 等 へ の 参加 

・ 新 商品 や メニ ュー の 開発 、 国 内 外 へ の 販路 拡大 
・ 経 営 資源 の 連携 に よる ビジ ネス 創出 

・ 経 営 基 盤 の 強化 、 衛 生 管理 体制 の 整備 な ど 
(市 町 ) 

・ 食 産業 ネッ トワ ー ク へ の 参画 
・ 地 域 食 材 を 生か し た 地域 づく り 
・ 地 域 主体 の 新た な ビジ ネス 展開 
人 
・ 関 係 情報 の 提供 、 関 係 機関 等 の 連携 支援 な ど 


























































































































亚 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め 





多彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 
a 8 文化 芸術 を 生か し た 地域 づく り を 進め ます 
J 





(基本 方 向 ) 

世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を 地域 の 財産 と し て 次 世代 に 確実 に 継承 し て いく た め に 、 そ の 仙 
値 ・ 理 念 の 普及 と 県 内 外 へ の 魅力 発信 を 推進 し ます 。 

また 、 地 域 の 民俗 芸能 や 伝統 工芸 、 歴 史 文 化 な ど 次 世代 へ の 継承 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
































多様 な 文化 芸術 の 創作 活動 へ 参加 ・ 鑑 賞 で きる 機会 の 提供 等 を 推進 する た め 、 文化 芸術 活動 へ 
の 支援 や 、 文 化 を めぐ る 新しい 動向 を 踏ま えた 文化 芸術 の 新た な 叔 力 発信 を 推進 し ます 。 
国内 外 の 観光 客 等 が 地域 の 文化 芸術 に 触れ 、 親しみ を 持つ こと が で きる よう 、 地 域 の 文化 財 や 





文化 芸術 活動 の 魅力 を 伝え る 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 








現状 と 課題 
世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 な どの 歴史 遺産 、 地 域 で 受け 継が れ て きた 神楽 ・ 剣 舞 等 の 民 
俗 芸 能 、 南 部 鉄器 ・ 秀 衡 塗 等 の 伝統 工芸 な ど 、 知 名 度 の 高い 多様 な 文化 資源 が 豊富 で あり 、 
その 価値 の 理解 を 深め 、 次 世代 へ 受け 継い で いく こと が 必要 で す 。 
県 南 圏 域 各 地 で 開催 され る 芸術 祭 等 で 、 数 多く の 文化 芸術 活動 の 発表 や 鑑賞 が 行わ れ て い 
る ほか 、 ア ー ル ・ ブ リュ ッ ト ' 作 品 の 魅力 を 発信 する 施設 で の 創作 活動 、 マ ン ガ や アニ メ な ど 
を ツー ル と し た 文化 を めぐ る 新しい 動向 を 踏ま ほえ た 地域 の 魅力 を 伝え る 取組 、 民 俗 芸 能 や 演 
舞 団体 、 市 町 民 劇 な ど 多 様 な 文化 芸術 活動 ボ 生 まれ て き て いる こと か ら 、 日 常 的 に 文化 芸術 
に 親しむ 機会 の 一 層 の 充実 を 図る こと が 必要 で す 。 
「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め と し て 、 県 南 圏 域 の 観光 地 に 、 毎 年 多く の 観光 客 が 訪れ て い 
ます が 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 和 釜石 開催 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ パラリンピック 
競技 大 会 な どの 開催 に より 、 海 外 と の 交流 が 一 層 促 進 さ れる こと か ら 、 文 化 の 魅力 を 深く 理 
解 し 、 伝 える 人 材 の 育成 が 必要 で す 。 







































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 伝統 文化 ・ 民 俗 芸能 ・ 伝 統 工芸 等 の 魅力 発信 
世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 の 価値 に 関す る 理解 と 関心 を 高め 、 遺 産 を 確実 に 守り 伝え る 
た め に 、 遺 産 の 価値 や 魅力 を 発信 する と と も に 、2021 年 に 完成 予定 の 呈 平 泉 の 文化 遺産 』 
ガイ ダン ス 施 設 (仮称 )」 が 、 世 界 遺産 の 価値 を 世界 中 に 分 か りや すく 伝え 、 調査 研究 等 の 学 
術 情報 が 集積 する 場 と し て の 利用 に 加え 、 観 光 周 遊 シ ー ト や 体験 ・ 学 習 の 場 と し て 活用 され 
る よう 取り 組み ます 。 



























































1 アー ル ・ ブ リュ ッ ト : 生 ( き ) の 芸術 と 訳 さ れ 、 伝 統 や 流行 、 教 育 な ど に 左右 され ず 自 身 の 内 側 か ら 湧 き あ が る 衝動 の まま に 表現 
し た 芸術 。 
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県 南 圏 域 で 受け 
ぬ め だ 、} 
組み ます 。 





これ まで 築い て きた 伝統 産業 の 商品 力 や ブラ ンド の 強み を 生か し な が 








け 継 が れ て きた 神楽 ・ 剣 舞 等 の 民俗 芸能 






















































































域 の 伝統 文化 を 支え る 住民 や 団体 と 連携 し 、 











県 内 外 へ の 民 作 





等 を 守り 、 次 
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代 に 継承 し て いく た 
E の 魅力 発信 に 取り 


ら 、 販 路 の 拡大 や 新 







































































































































































な 統 文 化 の 魅力 発信 






































商品 開発 を 促進 する と と も に 、 伝 統 工 芸 の 魅力 発信 に 取り 組み ます 。 
② 文化 芸術 と 触れ 合う 機会 の 創出 
多様 な 文化 芸術 活動 を 生か し た 地域 づく り を 進め る た め 、 伝 統 文化 ・ 民 俗 芸能 な どの 魅力 
発信 や 文化 芸術 と 触れ 合う 機 会 の 創出 に 取り 組み ます 。 
地域 の 特色 を 生か し た 文化 芸術 活動 の 充実 を 図る た め 、 文 化 芸 術 コ ユー ディ ネー ター、 文 化 
施設 な ど 関 係 機関 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図る と と も に 、 文 化 芸術 活動 に お ける 企画 調整 力 
の 向上 の た め の 研 修 会 等 を 開催 し ます 。 
アー ル ・ ブ リュ ッ ト へ の 関心 を 高め 、 作 品 や 創作 活動 へ の 理解 が 深め られ る よう 、 県 南 隊 
域 の 美術 館 、 福 祉 関係 機関 等 と 連携 し な が ら 、 講 演 会 ・ ワ ー ク ショ ッ プ な ど を 開催 し ます 。 
県 南 圏 域 の 多彩 な 魅力 を 伝え る ツー ル と し て 、 親 し みや すい マン ガ や アニ メ など を 活用 し 
た 交流 人 口 の 拡大 や 地域 の 活性 化 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
地域 の 文化 芸術 に 親しみ を 感じ 、 行 事 等 へ の 参加 意欲 を 醸成 する た め に 、 多 様 な 分 野 の 文 
化 芸術 に 関す る 情報 に つい て 、「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 の ほか 、 の 生活 
情報 誌 等 を 活用 し 広く 周知 を 図り ます 。 
③ 地域 の 文化 財 や 文化 芸術 活動 の 魅力 を 伝え る 人 材 の 育成 
県 南 圏 城 の 歴史 文化 及び 伝統 産業 等 の 地域 資源 を 学び 、 文 化 財 や や 文化 芸術 活動 を 多 言 語 で も 
伝え られ る よう 、 地 域 通訳 案内 士 や 観光 ガイ ド ボ ラ ンティア 団体 等 と 連携 し な が ら 、 ボ ラン テ 
ィ ア ガイ ド 研 修 会 等 を 開催 し 、 人 材 の 育成 を 図り ます 。 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 筑 導電 
① 伝統 文化 ・ 民 俗 芸 能 ・ 伝 統 工 芸 等 の 魅 
力 発信 し 世界 遺産 診 ローーーーーーー 
標 世界 遗产 登录 10 周 | | PR LON 
・ 世 界 遺産 等 の 来訪 者 数 (万 人 回 ) 年 に 向け た 機運 醸成 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
216. 1 221.5 224.5 226.9 229. 3 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 人 2 


② 文化 芸術 と ふれ あう 機会 の 創出 
標 

・ 文 化 施設 入場 者 数 (FA) 

現状 値 9 2020 2021 関係 機関 と の 
18) | (2019) | (2020) 連携 体制 構築 
mt 86.3 87.2 
現状 値 は 2017 年 の 値 






































文化 芸術 活動 研修 会 の 開催 ーー ーー 














84.5 










































































現状 値 | 2019 2021 と の 連携 多様 な 文化 芸術 に 触れ 合う 




































アー ル ・ ブ 
リュ ッ ト の 
理解 醸成 


ー 25 50 75 体制 構築 新た な 機会 の 提供 


現状 値 は 2017 年 の 値 











































文化 芸術 の 魅力 発信 に よる 文化 芸術 活動 ・ 伝 統 行 事 へ の 参加 意欲 の 醸成 













③ 地域 の 文化 財 や 文化 芸術 活動 の 魅力 
を 伝え る 人 材 の 育成 

日 標 - 育成 地域 の 文化 財 や 文化 芸術 活動 の 魅力 を 伝え る 

・ 講 習 会 参加 者 数 (人 ) 【 果 计 ] に 係る = 人 入 材 青 成 
現状 値 2019 2020 2021 

50 100 150 





















































スキ ル ア ッ プ 研 修 会 の 開催 



























































SRE は 2017 年 の 値 











県 以外 の 主体 に 期待 され る 生生 
(住民 ) | 





・ 文 化 芸 術 活動 へ の 参加 、 理 解 
(文化 芸術 活動 団体 等 ) 

・ 特 色 あ る 文化 芸術 活動 の 住民 へ の 提供 

・ 住 民 へ の 鑑賞 機会 の 提供 
(文化 施設 ) 

・ 鑑 賞 機会 、 活 動 場 所 、 発 表 機会 の 提供 
(企業 ・ 民 間 団 体 等 ) 
・ 地 域 の 文化 芸術 活動 に 対す る 支援 
・ 文 化 芸術 を 活用 し た 地域 振興 

(市 町 ) 

・ 地 域 文化 の 保存 ・ 伝 承 

・ 文 化 財 等 を 活用 し た 地域 づく り 

・ 地 域 資 源 の 発掘 



















































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 文 化 芸 術 推進 基本 計画 (計画 期間 平成 0 年 度 (2018 年 度 ) て 2022 年 度 ) 

・ 第 2 期 ス ポー ツ 基 本 計画 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) て 2021 年 度 ) 

・ 岩 手 県 文化 ・ ス ポー ツ 振 興 戦略 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) て 2021 年 度 ) 
・ 岩 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 て 2023 年 度 ) 
・ 岩 手 県 文化 芸術 振興 指針 (平成 27 年 度 (2015 年 度 ) て 2019 年 度 ) 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


WV 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 


収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 





企業 的 経営 体 ! が 中 心 と な っ た 効率 的 な 生産 や ブラ ンド 力 強 化 の 取組 の 促 
進 に より 、 収 益 性 の 高い 産地 形成 を 進め る と と も に 、 農 村 へ の 多様 な ニー ズ 
に 対応 し な が ら 、 活 力 ある 地域 づく り を 進め ます 。 

また 、 林 業 の 担い 手 の 育成 ・ 確 保 や 先進 的 な 技術 を 導入 し た 低 コ スト 林業 
に よる 森林 資源 の 循環 利用 を 進め る と と も に 、 特 用 林産 物 の プラ ンド 力 の 回 
復 と 販路 拡大 に 取り 組み ます 。 


【 県 南 圏 域 重 点 指標 】 


















































974 (2016) 976 (2018) 979 (2019) 983 (2020) 987 (2021) 





























5, 120 5, 150 5, 160 5, 180 5, 200 









































※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以 外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 
※2 指標 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 









































































































































重点 施策 項 具体 的 推進 方 策 
9 企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ |① 産地 を けん 引 す る 企業 的 経営 体 の 育成 
た 収益 性 の 高い 産地 の 形成 と 1② 競争 力 の 高い 米 産地 の 育成 
協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 活 |③ 園芸 産地 の 生産 構造 の 強化 
性 化 を 進め ます ④ 畜産 経営 の 生産 性 向上 と 規模 拡大 の 促進 
⑤ 農 畜 産物 の プラ ンド 化 ・ 高 付加 価値 化 の 促進 
⑥ 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 保全 ・ 活 性 化 






































1 年 間 3 千 万 円 ( 肉 邊 肥育 及び 酷 農 は 5 千 万 円 ) 以上 の 販売 額 を 実現 する 経営 体 や 、 法 人 化し た 集落 営農 組織 で 経営 の 多角 化 等 に 
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重点 施策 項 














具体 的 推進 方 策 


























10 森林 資源 の 循環 利用 に より 、 
林業 ・ 木 材 産業 を 振興 し ます 











① 森林 ・ 林 業 の 理解 促進 や イメ ー ジ アッ プ に よる 担い 手 の 


育成 ・ 確 保 




















Q 森林 施業 の 集約 化 の 促進 や 情報 通信 技術 (I CT) の 導 


入 等 に よる 林業 経営 の 効率 化 





























③ 低 コ スト 林業 の 推進 や 未 利用 資源 の 有効 利用 に よる 木 


材 の 安定 供給 











④ 特 用 林産 物 の 産地 再生 と プラ ンド 力 の 巨 














复 

















⑤ 地域 に 根ざし た 特 用 林産 物 の 生産 振興 
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IV 米 * 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 








収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 


男 9 企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ た 収益 性 の 高い 産地 の 
時 上 形成 と 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 活性 化 を 進め ます 








(基本 方 向 ) 

地域 農業 を けん 引 す る 企業 的 経営 体 を 育成 する た め 、 認 定 農業 者 等 の 経営 の 向上 や 規模 拡大 
の 取組 等 を 促進 する と と も に 、 は ほ場 整 備 等 を 契機 と し て 、 農地 の 集積 ・ 集 約 化 な ど に よる 効率 的 
な 地域 営農 体制 の 構築 を 文 援 する ほか 、 将 来 の 産地 を 担う 新規 就農 者 の 確保 ・ 定 着 を 図り ます 。 
また 、 収 益 性 の 高い 産地 形成 を 進め る た め 、 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 新品 種 の ブラ ンド 確立 や 、 園 芸 ・ 
































畜産 の 大 規模 経営 体 の 育成 、 労働 力 の 安定 確保 等 を 図る と と も に 、 BR Ki Cian LHe TE 
物 の 生産 や ー 層 の 高 付加 価値 化 に 向け た 6 次 産業 化 等 を 促進 し ます 。 
































さら に 、 農村 地域 で の いき いき と し た 暮らし の 継承 に 向け 、 小 規 模 兼 業 農家 も 参加 し た 地域 ビ 
ジョ ン 等 の 作成 と その 実現 に 向け た 実践 活動 の ほか 、 企業 と の 協 働 ・ 連 携 活動 、 都市 住民 等 と の 
次 流 な ど 、 農 村 資 源 の 保全 や 活用 に よる 地域 づく り の 取組 を 促進 し ます 。 





























現状 と 課題 
「 地 域 農 業 マ スタ ー プ ラン '!」 は 、 県 南 圏 域内 の 全て の 地域 で 策定 (177 プ ラン ) され て お 
り 、 こ の プラ ン に 基づく 担い 手 育 成 や 農地 の 集積 ・ 集 約 化 等 の 地域 の 主体 的 な 活動 を 促進 す 
る こと が 必要 で す 。 
認定 農業 者 * (3, 670 経 営 体 ) に つい て は 、 経営 改善 計画 の 達成 率 が 低い (36%) こと か ら 、 
計画 達成 に 向け 、 一 層 の 規模 拡大 や 生産 性 向上 の 取組 を 進め る こと が 必要 で す 。 ま た 、 集 落 
営農 組織 (366 組 織 ) に つい て は 、 法 人 化 や 多角 化 等 の 経営 発展 を 促進 する こと が 必要 で す 。 
新規 就農 者 は 、 近 年 、90 人 前 後 で 推移 し て いま す が 、 産 地 の 維持 に は 不 十 分 で ある こと か 
ら 、 更 な る 就農 者 の 確保 と 、 早 期 自 立 に 向け た 技術 習得 や 経営 の 安定 化 を 支援 する と と も に 、 
農業 法人 へ の 就農 等 も 促し な が ら 、 地 域 農 業 の 維持 ・ 発 展 を 図る こと が 必要 で す 。 
米 に つい て は 、 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 新品 種 の 早期 ブラ ンド 確立 を 図る と と も に 、 ほ 場 整 備 に 
よる 水田 の 大 区 画 化 や 大 規模 機械 化 体系 の 確立 等 に より 、 一 層 の 低 コ スト 化 が 必要 で す 。 
園芸 及び 畜産 に つい て は 、 産 地 の 維 持 ・ 拡 大 に 向け 、 団 地 化 の 促進 や 労働 力 の 確保 、 キ ャ 
トル セン ター 等 の 外部 支援 組織 の 活用 等 に よる 担い 手 の 経 営 規模 拡大 等 が 必要 で す 。 
更 な る 収益 向上 に 向け て は 、 新 た な ブラ ンド 品目 の 育成 や 、 6 次 産業 化 な ど に よる 高 付加 
価値 化 の 取組 が 必要 で す 。 
農村 地域 で は 、 高 齢 化 や 人 日 減 少 が 進ん で いる た め 、 集 落 自 ら が 将来 の ビジ ョ ン 等 を 作成 







































































































































































! 地域 農業 マス ター プラ ン : 集落 段階 で の 話合い に 基づき 、 地 域 の 中 心 と な る 個別 経営 体 、 集 落 営 農 組 織 へ の 農地 集積 、 中 心 と な 
る 経営 体 と それ 以外 の 農業 者 を 含め た 地域 農業 の あり 方 等 を 記載 し た 計画 で 、 市 町 村 等 が 策定 。 

* 認定 農業 者 :「 農 業 経営 改善 計画 」 を 市 町 村 に 提出 し 、 市 町 村長 か ら 「 農 業 経営 基盤 強化 促進 法 」 に 基づく 認定 を 受け た 農業 者 。 

3 キャ トル セン ター : 子 生 ( 貴 育 ・ 育 成 ) や 繁殖 雌牛 (分 學 等 ) を 集中 管理 する た め の 共 同 利用 施設 。 農 家 は 、 邊 を 一 定期 間 ま と 
め て 施設 に 預け る こと で 了 肉 用 和牛 生産 に 係る 労力 を 軽減 する と と も に 、 飼 養 頭数 の 増 頭 を 図る こと が で きる も の 。 
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し な が ら 、 地 域 住 民 等 に よる 農地 等 の 保全 管理 の ほか 、 都 市 住民 等 と の 交流 や 企業 と の 連携 
活動 の 促進 に より 、 地 域 活性 化 を 進め て いく こと が 必要 で す 。 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 産地 を けん 引 す る 企業 的 経営 体 の 育成 
農地 中 間 管 理 機構 等 と 連携 し 、「 地 域 農 業 マ スタ ー プ ラン 」 に 位置 づけ られ る 中 心 経営 体 へ 
の 農地 の 集積 ・ 集 約 化 を 加速 化す る と と も に 、 ス マー ト 農 業 ! の 普及 や 、 生 産 基 盤 の 整備 、 機 
械 ・ 施 設 の 導入 支援 等 に より 、 担 い 手 の 経営 の 効率 化 を 図り ます 。 
認定 農業 者 や 集落 営農 組織 等 の 法人 化 や 多角 化 等 の 経営 発展 に 向け 、 専 門 家 と 連携 し た 個 
別 重点 指導 や 研修 会 を 実施 し ます 。 




















関係 機関 ・ 団 
果 的 な 技術 ・ 経 営 指 導 に より 、 新 規 就 
農業 法人 へ の 就農 促 
競争 力 の 高い 米 産地 の 
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区 画 化 等 に より 、 水 














の 重点 整備 に よる 新た な 
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境 1 
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じ た 労 信 

















す 。 

















改 植 等 を 促進 し ます 。 




















ニー ズ に 対応 し た 安定 
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向け 、 








畜産 経営 の 生産 性 向上 と 規模 拡大 の 促進 
i 牛 ・ 酷 農 サ ポー トチ ー ム を 











MeL 














等 先端 技術 の 導入 定着 や 飼養 管 下 
和牛 ? 等 の 繁殖 セン ター 整備 や 、 キ ャ トル セン ター・ 公 共 牧 場 等 の 外部 支援 組織 の 強化 
] 有 用 に より 、 斉 産経 営 の 規模 拡大 を 
農 畜 産物 の ブラ ンド 化 ・ 高 付加 価値 化 の 促進 
「 二 子 さ と いも 」、「 西 わら び 」 
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農業 : ロボ ッ ト 技 術 や 情報 通信 技 入 
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図り ます 。 


マ 


月 








携 し た PR・ 販 売 活動 を 展開 する と と も に 、 地 下 
価 向 上 の 取組 を 支援 し ます 。 
i 費 者 や 食品 事業 





> 


安全 ・ 安 心 




















制 を 強化 する と と も に 、 米 小売 業者 や 飲食 
店 等 と 連携 し た PR 活動 等 を 通じ て 、 多 様 な ニー ズ に 対応 で きる 米 産地 の 構築 を 図り ます 。 
直播 、 疎 植 等 の 低 コ スト 技術 の 普及 を 促進 する と と も に 、 
農業 の 更 な る 低 コ スト 化 に 有 』 
園芸 産地 の 生産 構造 の 強化 
HAR 2 FH REE ARO A AIC AIT 
園芸 団地 の 形 
また 、 農 福 連 携 の 取組 や 農作業 体験 会 の 実施 


スマ ー 


骨 御 技術 の 導入 等 に よる 4 
に より 、 担 い 手 の 経営 規模 拡大 を 促 


动力 0 安定 确 








品種 構成 や 1 


周 別 重点 指導 に より 、 情 
を し 、 担 い 手 の 生 産 f 


機能 の 強化 や 、 産 地 リ ー ダ ー 等 と 連携 し た 効 
者 の 就農 準備 か ら 就農 後 の 早 期 自 


こ 向 けた 情報 発信 や イン ター ンシップ の 実施 を 支援 し ます 。 








立 を 支援 する ほか 、 


品種 「 金 色 の 風 」、「 銀 河 の し ずく 」 等 の 早期 ブラ ンド 確立 に 向け 、 栽 
良 食味 米 の 生 
































ト 農 業 技術 の 導入 や 水 











KO MAET, 


上 上 産 情 





EE 向上 や 、 施設 ・ 
進 し ます 。 


系 体制 の 構築 を 支援 




































































的 





計画 











報 通信 技術 (I CT) 
E 向 上 を 図り ます 。 




















E 物 ブラ ンド 力 の 向上 に 向け 、 関 係 機関 
的 表示 保護 制度 (GI) の 活 月 





に 対す る 信頼 を 確保 し 、 











ff (ICT) を 活 月 











: 肥育 生 と し て 飼養 され る 前 














LC, BAEC aE 





の 、 生 後 6 て 12 か 月 の 子 和牛 。 
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団体 等 
等 に よ 




















ABO Titi Lee 





























E の 向上 な ど を 進め た 次 世代 農業 を 指す 。 











る た め 、 農 業法 人 や J A 生産 部 会 に 




















































































































お ける 農業 生 





eT 








程 名 






















































































EE (GA P*) の 認証 取得 を 促進 


し 
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ます 。 
6 次 産業 化 に 向け た 加工 技術 や 販路 開拓 に 係る 研修 会 等 を 開催 する と と も に 、 企 業 へ の 委 
託 加工 等 に よる 商品 開発 支援 や 、 産 地 直売 施設 の 運営 改善 指導 等 に より 、 高 付加 価値 化 を 促 
je Ley 
© 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 保全 ・ 活 性 化 
多様 な スタ イル で いき いき と 暮らせ る 中 山間 地域 の 実現 に 向け 、 小 規模 兼業 農家 も 参加 す 
る 「 地 域 ビ ジョ ン 」 の 策定 と 実践 活動 を 支援 する と と も に 、 企 業 や や 都市 住民 等 と 農村 と の 協 
働 ・ 連 携 活動 の 促進 等 に bi th 
日 本 型 直 接 支 払制 度 を 活用 し 、 地 域 協 働 に よる 農地 ・ 水 路 等 の 生産 基盤 の 保全 管理 や 、 環 
A a RE 
軽 労 化 に 効果 的 な スマ ー ト 農業 技術 の 導入 を 図り ます 。 
グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム や や 農 泊 の 促進 の ほか 、DMO と の 連携 な ど に よる 外国 人 観光 客 や 攻 
際 リ ニア コラ イダ ー (1 LC) の 関係 者 等 の 受入 態勢 整備 な ど 、 農 村 に 対す る 多様 な ニー 
へ の 対応 を 支援 し ます 。 
ニホン ジ カ 等 有害 鳥獣 を 寄せ つけ な いた め の 地 域 全体 で の 環境 整備 や 、 地 元 住民 と 猟 友 会 
の 連携 に よる 効果 的 な 駆除 な ど 、 地 域 が 主体 と な っ た 総合 的 な 鳥獣 被害 防止 対策 の 取組 を 促 
bes. 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 2 
see ake 
标 意欲 的 な 経営 体 の 経営 発展 に 向け た 体系 的 な 支援 
・ 企業 的 経営 体 の 育成 数 (経営 体 ) 〔 果 計 ] ea cee 
現状 値 は 2017 年 の 値 sn aA Scie 
・ 集 落 型 農業 法人 数 (法人 ) 【累计 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 2021 2022 集落 営農 組織 の 法人 化 や 多角 化 等 に 向け た 支援 
148 | 173 | 182 90 | 200 本 の uae 経営 の フォ 
・ 認 定 新規 就農 者 数 (人 ) 【累计 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 新規 就農 者 の 早期 自立 に 向け た 総合 的 な 支援 
20 62 92 18 145 FE 人 ages ig 
現状 値 は 2017 年 の 値 隊 能 の 区 化 (産地 リー ダー 等 と 連携 し た 重点 支 |” 鹿 の 活用 促 
援 、 経 営 計画 の 策定 ・ 実 践 支援 等 ) 进 
. 水田 整備 面積 (ha) (累計 用 就農 促進 に 向け た 情報 発信 や イン ター ンシップ の 実施 支援 [ 旬 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
13,056 | 13,569 | 13, 785 | 14,003 | 14, 210 ほ場 整備 等 の 推進 Lp 
現状 値 は 2017 年 の 値 (調査 計画 、 実 施設 計 、 基盤 整 備 等 の 実施 ) 
6 GAP: 農業 者 自ら が 、 栽 培 準 備 か ら 出荷 ・ 調 製 ま で の 各 段 階 で 、 記 録 、 点 検 ・ 評 価 に より 、 食 品 安全 、 環 境 保全 、 農 産物 の 品 
質 、 労 働 安全 等 を 改善 する 生産 工程 管理 手法 。 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
\ 取 し 目 た 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
② 競争 力 の 高い 米 産地 の 育成 
目標 「 金 色 の 風 」「 銀 河 の し ずく 」 の 早期 プラ ンド 確立 
・ 米 の オリ ジ ナ ル 新 品種 販売 数 量 (hy) 米 小売 業者 や 飲食 店 等 と 連携 し た PR 活動 の 実施 
SS 200 OD PUPAE T DEL RE OMI EME 
1,738 | 3,170 | 3,700 | 4,240 | 4,800 一 一 一 一 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 GAP の 認証 取得 支援 
x GAP の 活用 促進 
③ 園芸 産地 の 生産 構造 の 強化 
栖 _ 野菜 : 土地 利用 型 野菜 の 生産 拡大 に 向け た 機械 ・ 施 設 等 の 整備 支援 
・ 重 点 園 芸 品 目 の 系 統 販 売 額 ( 百 万 円 / 年 ハウ ス 団 地 の 整 備 支援 _ Ha 
现状 值 | 2019 2020 2021 2022 環境 制御 技術 等 先端 技術 の 導入 支援 
ee ee ee ae 花き : 需 要 期 の 安定 出荷 に 向け た 品種 構成 や 作 型 の 見 直し 、f 
D = © ミ =a Se fi Ze H Cnn Te 型 の 見 直し 、 優 良 
NNINSW WO 0 リク の 出入 へ の 新 改 本 等 の 人 人 - i 
ラガ ス 、 ね ぎ 、 り ん どう 、 小 ぎく の 合計 
現状 値 は 2017 年 の 値 果樹 : 消 費 者 ニー ズ の 高い 優良 品種 へ の 計画 的 な 新 改 西 の 促 進 He 
・ 販 売 額 1, 000 万 円 以上 の 園芸 農家 戸数 ( 戸 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 定 的 な 労働 力 確保 に 向け た 農 福 連携 や 農作業 体験 会 等 の 取組 文 援 He 
81 84 86 89 92 
現状 値 は 2017 年 の 値 
④ 畜産 経営 の 生産 性 向上 と 規模 拡大 の 
促進 肉 用 和牛 ・ 酷 農 サ ポー トチ ー ム に よる 担い 手 へ の 重点 指導 TCT 等 先端 Lp. 
目標 技術 の 導入 、 飼 養 管 理 方 式 の 改善 、 畜舎 ・ 機 械 の 導入 等 へ の 支援 ) 
・ 繁 殖 牛 20 頭 以上 の 経営 体 数 (経営 体 ) - 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 外部 支援 組織 の 強化 及び 有効 利用 Lp 
aq nen ー の 整 に 去 ig 赴 セ > ー の 運営 二 
ise ie ie fi ie 繁殖 セン タ 備 支援 繁殖 セン ター の 運営 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 キャ トル セン ター、 公共 牧場 等 の 利用 率 向上 に 向け た 運営 改善 文 援 
© 農 畜 産物 の ブラ ンド 化 ・ 高 付加 価値 化 
の 促進 プラ ンド カ 向 上 に 向け た 地域 特産 物 の PR・ 販 売 活動 や 、GI の 登録 ・ 上 Lp. 
i 活用 等 へ の 支援 
・ 商 品 開発 等 の 支援 に よる 6 次 产业 化 件数 (件 
本 aT TT ae 6 次 産業 化 の 促進 に 向け た 加工 技術 や 販路 開拓 に 係る 研修 会 の 実 lp 
上 施 や 、 企 業 へ の 委託 加工 に よる 商品 開発 支援 
1 3 6 9 12 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 
办 疡 四 累计 
© 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 保全 ・ 活 
性 化 
标 
・ 地 域 ビ ジョ ン に 基づく 実践 活動 実施 集落 数 A 
(集落 ) [累计 ] REOBS|_shevavoremxial of” 5 ORES ORR | | | 
現状 値 2019 2020 2021 2022 4 7 
6 11 13 15 17 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 地 域 共同 活動 に よる 農地 等 の 保全 管理 へ の 参 
加 人 数 (人 / 年 ) 多面 的 機能 の 維持 ・ 発 揮 に 向け た 地域 共同 活動 の 支援 きき 
現状 値 2019 2020 2021 2022 (日 本 型 直接 支払 制度 の 活用 等 ) 
59, 534 | 59,534 | 59,534 | 59,534 | 59,534 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ グ リー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 口 ( 千 人 回 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 農村 へ の 多様 な ニー ズ に 対応 し た 地域 活性 化 の 取組 促進 (観光 和 客 の | | 
481 490 495 500 505 受入 態勢 の 整備 支援 、 グ リー ン ・ ツ ー リ ズム や 上 農 泊 の 取組 支援 等 ) 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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時 県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(生産 者 ・ 農 業 団体 等 ) 
・「 地 域 農 業 マ スタ ー プ ラン 」 や 「 地 域 ビ ジョ ン 」 等 の 作成 ・ 実 貴 
・ 新 規 就農 者 の 技術 向上 や 経営 確立 に 向け た 支援 
・ ス マー ト 農 業 や GAP の 取組 実 貴 
・ 安 全 ・ 安 心 な 農 畜 産物 の 安定 生産 と 販売 促進 に 向け た 取組 
・ 地 域 特産 物 の 新た な ブラ ンド 化 に 向け た 生産 拡大 や 販促 活動 
・ 6 次 産業 化 の 取組 実践 
・ 日 本 型 直接 支払 制度 の 活用 等 に よる 農業 生産 基盤 の 維持 保全 
・ 鳥 獣 被害 防止 対策 の 実施 
(市 町 ) 
・「 地 域 農 業 マ スタ ー プ ラン 」 や 「 地 域 ビ ジョ ン 」 等 の 作成 ・ 実 践 支援 
・ 認 定 農業 者 や 集落 営農 組織 等 の 経営 改善 や 法人 化 へ の 支援 
・ 新 規 就農 者 の 確保 ・ 定 着 に 向け た 支援 体制 の 強化 
・ 基盤 整備 や 機械 ・ 施 設 等 の 導入 に 対す る 支援 
・ 地 域 特産 物 の 新た な ブラ ンド 化 に 向け た 生産 拡大 と 更 な る 評価 向上 に 向け た 企画 、 支 援 
・ 都 市 住民 や 外国 人 旅行 客 等 の 受入 態勢 の 整備 
・ 日 本 型 直 接 支払 制度 の 活用 支援 
・ 鳥 獣 被害 防止 対策 の 取組 や 施設 整備 等 に 対す る 支援 













































































































































































































































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 農 業 経営 基盤 の 強化 の 促進 に 関す る 基本 方 針 

(計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 岩 手 県 農業 振興 地域 整備 基本 方 針 (計画 期間 平成 28 年度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 

・ 岩 手 県 水田 フル 活用 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 ) 

































































































































































・ い わ て の 美味 し い お 米 生産 ・ 販 売 戦略 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2020 年 度 ) 
・ 岩 手 県 野菜 生産 振興 計画 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ 岩 手 県 果樹 農業 振興 計画 (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~2025 年 度 ) 























・ 岩 手 県 花き 振興 計画 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) ~2022 年 度 ) 

・ 岩 手 県 酷 農 ・ 肉 用 和牛 生産 近代 化 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 希 望 卿 いわ て の 農業 農村 整備 計画 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) て 2022 年 度 ) 
・ い わ て 農業 農村 活性 化 推進 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~ ) 
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IV 米 * 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 





収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 


男 10 森林 資源 の 循環 利用 に より 、 林業 ・ 木 材 産業 を 振 
一 興し ます 











(基本 方 向 ) 
担い 手 の 育 成 ・ 確 保 及 び 先 進 的 な 技術 の 導入 や 、 低 コ スト 林業 に よる 森林 資源 の 循環 利用 を 進 
め る と と も に 、 特 用 林産 物 「 の ブラ ンド 力 の 回 復 と 販路 拡大 に 取り 組み ます 。 




































































現状 と 課題 
県 南 圏 城 で は 、 製 材 工 場 や 大 型 合板 工場 、 広 工 樹 材 を 原料 と する 製紙 工場 が 立地 し 、 木 材 
の 需要 が 高まっ て いま す 。 


また 、 木 質 バ イオ マス 発電 施設 が 本 格 稼働 し 、 林 地 残 材 や 松 く い 虫 被害 材 等 の 未 利 用 資源 
の 有効 利用 が 進み つつ ある こと か ら 、 木 材 の 安定 供給 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 

一 方 で 、 住 宅 着工 戸数 の 減少 と と も に 建築 用 材 の 需要 は 減少 傾向 に ある こと か ら 、 一 般 住 
宅 の ほか 公共 施設 や 非 住宅 等 へ の 木材 利用 の 促進 が 必要 で す 。 

木材 需要 の 増大 に 伴う 主 伐 面積 が 増加 傾向 に ある 中 、 再 造林 が 低調 で ある こと か ら 、 一 貫 
作業 等 に よる 再 造 林 等 の 低 コ スト 林業 を 普及 する こと に より 、 林 業 生 産 活動 の 持続 性 の 確保 
が 必要 で す 。 
林業 の 担い 手 は 高齢 化 、 減少 傾向 に ある こと か ら 、 特に 、 若年 層 の 育成 ・ 確 保 が 必要 で す 。 
また 、 森 林 の 経営 管理 を 行う 人 材 の 育成 が 課題 と な っ て いま す 。 

県 南 圏 域 で は 、 森 林 所 有 規 模 が 零細 な た め 、 森 林 施 業 の 集約 化 を 促進 し 、 所 有 者 に 代り 効 
率 的 な 林業 経営 を 行う 「 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 】 の 育成 ・ 強 化 が 必要 で す 。 

素材 生産 現場 で は 生産 性 の 向上 を 図る た め 、 高 性 能 林業 機械 の 導入 が 進む と と も に 、 林 業 
経営 の 効率 化 に 向け 、 森 林 調 査 に ドロ ー ン や 航空 レー ザ の 活用 が 始ま る な ど 、 情 報 通信 技術 
(ICT) 化 が 進展 し て いま す 。 

松 く い 遇 被害 対策 で は 、 一 部 を 除き 、 ほ ぼ 全 域 が 高 被害 地 化し て いる こと か ら 、 重 要 松 林 
の 保全 と 併せ 、 被 害 の 拡大 防止 に 向け 樹種 転換 を 促進 する 必要 が あり ます 。 

「 ナ ラ 枯 れ 」 和 被害 に つい て は 、 花 巻 市 と 遠野 市 を 除く 市 町 で 発生 し 、 被 害 が 継続 ・ 拡 大 し 
て いる こと か ら 、 和 被害 防除 の ほか 広葉 樹林 の 伐採 ・ 更 新 (若返り ) を 進め る こと が 必要 と な 
っ て いま す 。 

県 南 圏 域 は 、 原 子 力 発電 所 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 影響 に より 、 西 和賀 町 を 除く 5 市 2 町 
の 雷 地 栽培 原木 し いた けが 出荷 制限 を 受け 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) まで に 出荷 制限 が 一 部 
解除 (広域 管内 で 138 名 が 解除 ) と な っ た も の の 、 安 定 し た 経営 を 取り 戻せ て いな いこ と か ら 、 
引き 続き 、 生 産 者 へ の 支援 を 行っ て いく 必要 が あり ます 。 














































































































































































































1 特 用 林産 物 : きのこ 類 、 山 菜 類 、 木 談 等 、 森 林原 野 に お いて 生産 され る 産物 で 、 木 材 を 除く も の の 総称 。 
” 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 : 森林 所 有 者 に 代わ っ て 地域 単位 に 生産 性 の 高い 森林 経営 を 実践 し て いる 林業 経営 体 。 
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県 南 圏 域 で は 、 oe より 、 市 場 で の 原木 し いた け の 評価 が 低い 現状 に あり 、 市 場 評 





























価 を 回 復 す る た め に は 、 生 産 量 を 拡大 し 、 地 元 を は じ め 、 消 費 を 拡大 し て いく 必要 が あり ま 
す 。 
地域 資源 を 利用 し た 新た な 特 用 林産 物 振興 と し て 、 林 間 畑 わさび の 栽培 、 漆 林 の 造成 な ど 





























森林 空間 を 有効 活用 で きる 複合 経営 作物 に 対す る 期待 が 高まっ て いま す 。 

















県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 森林 ・ 林 業 の 理解 促進 や イメ ー ジ アッ プ に よる 担い 手 の 育成 ・ 確 保 
森林 ・ 林 業 へ の 理解 醸成 や 就労 者 確保 の た め 、 就 職 希 望 者 や 教育 機関 の 就職 指導 者 を 対象 
に 、 森 林 ・ 林 業 の 現状 を 紹介 する 講座 や 現場 体験 を 実施 し ます 。 
技術 研修 の 開催 等 に より 、 高 い 知識 と 技術 を 備え た 現場 技術 者 の 育成 ・ 確 保 を 支援 し ます 。 
② 森林 施業 の 集約 化 の 促進 や 情報 通信 技術 (I CT) の 導入 等 に よる 林業 経営 の 効率 化 
地域 の 林業 経営 を 担う 「 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 」 の 育成 ・ 強 化 を 図る た め 、 効 率 的 
な 経営 管理 を 行う 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 
効率 的 な 林業 経営 を 行う た め 、 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 や 市 町 と 連携 し 、 森 林 施 業 の 
人 約 化 を 進め 、 灰 株 経 営 計画 の 作成 を 支援 し ます 。 
森林 施業 の 集約 化 に 不可 欠 な 境界 確認 や 現況 調査 等 の 
通信 技術 (I CT) の 活用 を 進め ます 。 
③ 低 コ スト 林業 の 推進 や 未 利用 資源 の 有効 利用 に よる 木材 の 安定 供給 
木材 需要 者 へ の 安定 供給 を 図る た め 、 林 業 ・ 木 材 産業 等 関係 者 間 の 情報 共有 を 進め ま 
また 、 建 築 用 材 等 MR 関係 者 と 連携 し た 優良 事例 の 周知 等 、 公 共 施 設 や 非 
住宅 等 へ の 木材 利用 の 促進 に 取り 組み ます 。 
低 コ スト 林業 を 進め る た め 、 伐 採 か ら 再 造林 を 行う 一 貫 作業 、 路 網 整 備 及 び 搬 出 技術 の 研 
修 会 を 開催 し ます 。 
松 く い 虫 の 被害 まん 延 地 域 に お ける 樹種 転換 に より 発生 する 被害 材 等 未 利用 資源 に つい て 、 
発電 や 熱 等 の 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 等 へ の 有効 利用 を 促進 し ます 。 
広葉 樹 材 の 有効 利用 と ナラ 枯れ 被害 防止 を 図る た め 、 伐 採 ・ 更 新 (若返り ) を 進め ます 。 
④ 特 用 林産 物 の 産地 再生 と ブラ ンド カカ の 回 復 
原木 し いた け の 産地 再生 を 図る た め 、 栽 培 管 理 指導 に より 、 生 産 者 の 出荷 制限 解除 を 支援 
する と と も に 、 出 荷 前 検査 や 原木 供給 体制 の 整備 を 進め ます 。 
また 、 生 産 者 等 が 行う 共同 生産 や 共同 出荷 、 補 助 事業 を 活用 し た 生産 体制 の 整備 を 支援 す 
る と と も に 、 後 継 者 の 育成 に 努め ます 。 
原木 し いた け の ブラ ンド を 回 復 さ せる た め 、 地 元 飲食 店 や 企業 等 と の 連携 に よる 利用 
販売 促進 活動 に より 、 地 元 消費 に 加え 、 首 都 圏 等 の 大 消費 地 へ の 出荷 販売 量 を 増やし て い 
きま す 。 
⑤ 地域 に 根ざし た 特 用 林産 物 の 生産 振興 
特 用 林産 物 の 新た な 産地 を 形成 する た め 、 林 間 畑 わさび の 栽培 面積 の 拡大 や 漆 林 の 造成 を 
支援 し ます 。 
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県 が 取 り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 













































































~2018 2019 2020 2021 2022 

① 森林 ・ 林 業 の 理解 促進 や イメ ー ジ アッ 

プ に よる 担い 手 の 育 成 ・ 確 保 

標 新規 就業 者 の 確保 | 
・ 林 業 技能 者 数 (人 ) [累計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

163 180 190 200 210 林業 技能 者 の 育成 ・ 支 援 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 














② 森林 施業 の 集約 化 の 促進 や 情報 通信 
技術 (1I CT) の 導入 等 に よる 林業 経営 








地域 け 
ん 引 型 
























































































































































































































































































































































































































































の 効率 化 Weer 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 等 
目標 Meas の 経営 基盤 強化 支援 
・ 礎 林 経 営 計画 認定 面積 (ha) i 
現状 値 | 2019 | 2020 2022 育成 
50,650 | 52,000 | 54, 000 60, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 森林 経営 計画 の 作成 支援 | 
I CT 等 を 活用 し た te Ly 
森林 調査 の 検証 ae 
③ 低 コ スト 林業 の 推進 や 未 利用 資源 の 
有効 利用 に よる 木材 の 安定 供給 
標 
再 造林 面积 (ha) 低 コス ト 林 業 の 普及 ・ 定 着 | 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
76 180 185 190 200 木材 の 安定 供給 支援 > 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 県 産 材 供給 量 (Fm) : oe 
ar 木質 バイ オマ ス 利 用 の 支援 
A NN 開 本 (林地 残 材 な ど 未 利用 資源 の 利用 促進 に 
506 508 510 511 513 
現状 値 は 2017 年 の 値 
④ 特 用 林産 物 の 産地 再生 と ブラ ンド カ 
の 回 復 
A 標 「 原 木 し いた け 産 地 再 生 応援 隊 」 に よる 栽培 ・ 技 術 指導 一 ?»| 
・ 乾 し いた け 植 菌 本 数 (千本 ) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
a 原木 し いた け 生 産 体制 の 整備 支援 | 
119 124 126 129 132 
現状 値 は 2017 年 の 値 7 
a | 出荷 制限 解除 の 支援 (原木 し いた け ・ 山 菜 等 ) >| 
販売 促進 活動 の 支援 に 
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: 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 、 自 / 木 所 た 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
⑤ 地域 に 根ざし た 特 用 林産 物 の 生産 振 
興 
ae 栽培 ・ 指 導 | 
. 林間 畑 わ さび 生産 量 (hy) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
15 20 31 38 38 栽培 者 確保 ・ 生 産 量 拡大 の 支援 トー と | 
現状 値 は 2017 年 の 値 





























时 以外 加 主体 [= 期 等 < 和 2 和 有 
(企业 + 森林 组 合 等 ) | 
・ 林 業 労働 力 の 確保 ・ 技 能 者 の 育成 
・ 森林 経営 計画 の 策定 ・ 実 行 
・ 木 材 製 品 の 品質 向上 と 安定 供給 
・ 栽 培 技 術 指導 、 生 産 者 指導 等 
・ 特 用 林産 物 の 品質 の 向上 、 安 全 ・ 安 心 の 確保 













































































(市 町 ) 
・ 市 町 村 森 林 整 備 計画 の 策定 、 実 行 
・ 所 有 者 が 行う 森林 経営 管理 の 支援 
・ 森 林 の 整備 、 保 全 
・ 路 網 の 整備 
・ 公 共 施 設 等 へ の 地域 材 の 利用 



























































【 関 連 す る 計画 】 
・ 公 共 工 事 木材 利用 推進 行動 計画 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~20194F BE) 
・ い わ て 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 利用 展開 指針 (計画 期間 2019 年 度 ~2022 年 度 ) 
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「 県 南 圏 域 重 点 指標 」 一 覧 


「 県 南 圏 域 重 点 指 標 」 一 覧 








































































































































































































































































































































































































年 度目 標 値 計画 
its = | 现状 值 vee 
指標 名 単位 (2017) 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
BAAR I 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 
2 (男性 ) 297.4016) 288.4(2018) 281 6 12019) 273.9(2020) 266.9“02D 
が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 で 死亡 する 
人 数 [10 万 人 当たり ] へ 
(女性 ) 152.42016) 141.62018) 137.920) 134,020 130.3202? 
自殺 者 数 10 万 人 当たり ] 人 95 | MM | WNW NN | eee 
訪問 診療 を 受け た 患者 20: 
OS 件 数 ペー ス ] 件 |2,998.32016|3,018.12018|3,028.12019|3,037.92020|3,047.942021 
き 丸 中 高齢 者 Ey AN 
4 gis es aes AE 98.23 98.26 98.29 98.32 
グル ー プ ホー ム の 利用 者 数 人 640 680 700 720 740 
「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 認 証 件 数 [累計 ] 社 39 79 99 119 139 
INtte a QD FES BME 生 J igo se a sR 
Pr RAR BER % 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
某 
産業 廃棄 物 適正 処理 率 % 99.5 100.0 100.0 100.0 100.0 
ニホン ジ カ の 捕獲 数 [累計 ] 頭 4,582 10,582 13,582 16,582 19,582 
16.3(2013 
食中毒 患者 数 [人 口 10 万 人 当たり ] 人 | へ 2017 の 平 | 14.9 14.2 13.6 13.0 
均 ) 
緊急 輸送 道路 の 整備 延長 (累計 ) m 0 1,250 9,470 14,880 15,400 
河川 整備 延長 (系 計 ) m 0 2,000 4,000 5,800 6,200 
県 外 か 生 ・ 定 住 者 on Ae Ail. [BLN 
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an - 出典 
目標 値 設定 の 考え 方 (統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 


























県 で は 2016 年 ~2021 年 まで の 人 口 10 万 人 当たり の 死亡 する 人 数 を 10.25% 減 少 さ せる こと を 目標 人口 動 態 統 計 (厚生 労働 
と し て お り 、 その 達成 の た め 県 南 圏 域 に お いて も 同様 の 水準 で 減少 させ る こと を 目指 し ます 。 省 































































































































































































県 で は 2016 年 2021 年 まで の 人 口 10 万 人 当たり の 死亡 する 人 数 を 14.49% 減 少 さ せる こと を 目標 動態 統計 (厚生 労働 
と し て お り 、 そ の 達成 の た め 県 南 圏 城 に お いて も 同様 の 水準 で 減少 させ る こと を 目指 し ます 。 省 



































県 で は 殺 対 策 ア クシ ョ ンプ ラン に お いて 、 2025 年 まで に 殺 死 て 者 を 人 口 10 万 人 当たり 13.0 人 人 口 動態 統 | 
まで 減少 させ る こと を 目標 と し て いる こと か ら 、 県 南 圏 域 に お いて も 、 同様 の 水準 を 目標 値 と し 、 毎 | な いで 
年 人 口 10 万 人 当たり 1.0 人 減少 させ る こと を 目指 し ます 。 































































































































































































県 保健 医療 計画 

















































































































訪問 診療 を 受け た 患者 数 に つい て 、 県 保健 医療 計画 で は 胆 江 地 域 の 2020 年 まで の 増加 率 を | 吉 必 示 . レ セプト 情報 ・ 特 定 
1.32% と 推計 の うえ 目標 値 を 設定 し て いる こと か ら 、 その 達成 の た め 毎 年 0.3% の 患者 数 の 増加 を 健 診 等 情報 データ ベー スー 


指し ます 。 (N DB) 






























































今後 、 高 齢 化 率 の 増加 が 見 込ま れる 中 、 県 全体 で 2022 年 まで に 毎年 0.03 ポ イン ト の 増加 を 見 込ん | 介護 保険 事業 状況 報告 ( 厚 
で いる こと か ら 、 そ の 達成 の た め 県 南 圏 域 に お いて も 同 水 準 の 増加 を 目指 し ます 。 生 労 働 省 ) 

























































































岩手 県 障がい 福祉 計画 (2018 一 2020) の 圏 城 計画 に 掲げ る 見 込 人 数 を 達成 する た め 、 県 南 圏 城 | pet tt te 
に お いて 毎年 約 20 人 の 増加 を 目指 し ます 。 県 保健 福祉 



















































































































































































県 で は 毎年 50 社 の 認証 を 目指 し て お り 、 そ の 達成 の た め 県 南 圏 城 に お いて 毎年 20 社 の 認定 を 日 | 中 保健 福 
指し ます 。 MM 


上 部 調べ 










































































平成 20 年 (2008 年 ) か ら 平 成 30 年 (2018 年 ) ま で の 環境 基準 (BOD) 達成 率 の 実績 を 踏ま えて 、 達 a eaten 
成 率 10096 の 維持 を 目指 し ます . A Rit 













































































県 で は 適正 処理 率 100%% の 維持 を 目指 し て お り 、 そ の 達成 の た め 県 南 圏 域 に お いて も 毎年 100% 県 南 広域 振 
を 維持 する こと を 目指 し ます 。 NM 
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ul 
FI 












































































































































県 で は 毎年 10.000 頭 の 捕獲 を 目指 し て お り 、 そ の 達成 の た め 県 南 圏 域 に お いて 毎年 3.000 頭 の 捕 県 南 広域 振 =i 
獲 を 目指 し 、2022 年 まで に 19,582 頭 捕獲 する こと を 目標 と し ます 。 RS ESE RN 







































































食中毒 患者 数 に つい て 、 県 全体 で は 2022 年 に は 人 口 10 万 人 当たり 13.0 人 と する こと か ら 、 その 達 各 保健 所 調 
成 の た め 県 南 圏 城 に お いて は 毎年 人 10 万 人 当たり 0.7 人 の 減少 を 目指 し ます 。 i 













































































災害 発生 時 の 迅速 な 避難 や 救急 活動 、 緊 緊急 物資 の 輸送 等 を 行う た め に 重要 な 路線 で ある こと か 
ら 、 急 カー ブ や 幅員 狭小 区 間 の 解消 な ど 道路 の 改良 整備 に 取り 組み 、2022 年 度 ま で に 15.4km の | 県 土 整備 部 衣 
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平成 28 年 台風 第 10 号 災害 に 伴う 河川 改良 復旧 事業 の 完了 及び その 他 の 河川 整備 の 着実 な 進捗 | 十 整 備 部 調べ 
を 目指 し ます 。 クト LE 用 Bb 

































































岩手 県 全体 の 指標 で は 年 10%% の 増加 を 目指 し て お り 、 県 南 圏 城 に お いて も 同 割合 の 増加 を 目指 | sso pee wee 
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年 度 目标 全 計画 

本 | 現状 値 Hi 

指标 名 Paes 目标 全 
2019 2020 2021 (2022) 





基本 方向 I 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 、 岩 手 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 























の づ 車 分 关 ERE ARTEL |. apie 上 nb 
: COA aed Cana caal fF | 12,9102" | 13,7002 | 14,1002 | 14,5002 | 14,9002? 























東北 地域 も の づく り 関 連 分 野 の 製造 品 出荷 額 に お け (2016) (2018) (2019) (2020) (2021) 
る 県 南 地域 の シェ ア % 12.6 13.5 14.0 14.5 15.0 






































県 南 圏 域 高 卒 者 の 管内 就職 率 % 63.9 85.0 85.0 85.0 85.0 








ブ 
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基本 方向 Dl 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め 多 彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 












































県 南 圏 域 の 観光 入 込 客数 (延べ 人 数 ) ial 1,147.4 1,158.5 1,164.6 1,168.9 1,173.1 
食料 品 製造 出荷 額 億 I 9372018) 35302018) 96120 37092020) 879(202D 
公立 文化 施設 に お ける 催事 数 件 562 574 580 586 592 
































BAAR NV 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 





























農業 産出 額 a 9742018) 9762018) 9792019) 983(2020) 987(202D 
木材 生産 額 万 円 | 5,120 5,150 5,160 5,180 5,200 
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び 率 3% を 維持 

















し 、 毎 年 





































































































る こと か ら 、 各 年 度 1.000 人 以上 の 管内 就職 者 を 確保 を 目 




















指し ます 。 


出典 
(統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 








も の づく り 関連 分 野 の 製造 品 出荷 額 の 直近 の 1 工業 統計 
東北 地域 に お ける も の づく り 関 連 分 野 の 製造 品 出荷 額 に お ける 県 南 地域 こ 占め る シェ ア に つい 工業 統計 
て は 、 過 去 5 年 間 の 伸び 率 は 減少 傾向 に ある こと か ら 、 年 0.59%% の 増加 を NN 
管内 就職 者 数 に つい て は 、H28 年 度 874 人 、H29 年 度 863 人 、H30 年 度 10 月 示現 在 815 人 で あ 県 南 広 域 振興 局 





























私 内 人 口 の 減少 傾向 の 中 、 




















0.3% の 増加 を 








国内 観光 客 は 、 














指し ます 。 また 、 外国 


過去 4 年 間 の 管内 の 
























































は 国 の 標 値 と 同等 の 1 

























































































目指 し ます 。 





食料 品 製造 品 H 
年 度 まで の 県 全 





H 荷 額 の 成長 率 は 、』 




















本 の 増加 率 で ある 年 

















災 津 波 の 発 災 前 
良 を 維持 し 、2022 年 度 生か 




















工業 統計 (岩手 県 ) 











全 県 に お いて 2022 有 








FE EE CIES 











E ま で に 5% の 増加 を 上 








数 を 5% 以 上 増加 させ る こと を 上 








呈し て お り 、 そ の 実現 

















指し ます 。 









































文化 スポ ー ツ 部 記 








いわ て 幸福 関連 指標 「 農 業 経営 体 


経営 体 当 た り の 農業 総 産 日 














業 産出 額 の 増加 率 (101.3%) と 同 











標 値 か ら 推計 し た 県 農 























程度 の 増加 を 上 





指し ます 。 





ah) (農林 水産 人 



































全 県 に お いて 、 

















材 生産 額 を 2022 年 度 ま で に 5,200 





2022 年 まで に 県 産 材 需要 の 増加 



































を 目指 し て お り 、 





























その 実現 の た め 、 VARA a 














] ま で 増加 させ る こと を 目指 




















政府 統計 衣 
(農林 水産 省 ) 




















県 北 広域 振興 圏 


県 央 広域 振興 圏 
沿岸 広域 振興 圏 
花巻 市 
西 和賀 町 are 
北上 市 
金ケ崎 町 
奥州 市 


平泉 町 
ー 関 市 


県 
南 
広 
域 
振 
a 





娠 手 県 県 南 広域 振興 局 経営 企画 部 
〒023-0053 奥州 市 水沢 区 大 手 町 1-2 
TEL 0197-22-2812 FAX0197-22-3749 


岩手 県 政策 地域 部 地域 振興 室 
T020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 

TEL 019-629-5194 FAX019-629-5219 
https://www.pref.iwate. jp/ 
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